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キ
ル
ト
作
家
と
し
て
活
動
す
る
吉
永
道
子
さ
ん（
加

勢
）。
熊
本
市
内
か
ら
村
に
移
住
し
て
13
年
に
な
ら
れ

ま
す
。

　
吉
永
さ
ん
が
キ
ル
ト
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
1
冊
の

本
。「
こ
ん
な
作
品
が
作
れ
た
ら
い
い
な
」と
い
う
気
持

ち
か
ら
40
年
以
上
キ
ル
ト
と
向
き
合
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　
作
品
作
り
で
は
小
さ
い
物
で
も
何
日
も
か
け
て
色
や

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
、
大
き
な
作
品
に
な
る
と
完
成
ま
で

に
1
、
2
年
か
か
る
こ
と
も
。
作
品
に
は
日
ご
ろ
自
分

が
感
じ
る
も
の
が
反
映
さ
れ
、
白
川
水
源
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
作
品
を
東
京
の
展
示
会
に
出
品
し
た
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。

　「
道
の
駅
あ
そ
望
の
郷
く
ぎ
の
」の
駐
車
場
横
に
あ
る

「
キ
ル
ト
ハ
ウ
ス
風
の
道
」で
キ
ル
ト
教
室
も
開
い
て
い

る
吉
永
さ
ん
。
生
徒
は
10
人
程
で
、「
楽
し
く
や
る
」を

モ
ッ
ト
ー
に
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
指
導
を
一
対
一

で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ご
自
分
の
作
品
と
生

徒
さ
ん
の
作
品
を
披
露
す
る
展
示
会
も
計
画
さ
れ
て
お

り
、
総
合
福
祉
温
泉
セ
ン
タ
ー「
ウ
ィ
ナ
ス
」で
4
月
1

日
か
ら
5
日
間
の
開
催
予
定
。「
村
の
人
た
ち
に
、
作
品

を
見
て
何
か
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
」と
話
さ
れ
ま
す
。

　「『
一
生
に
一
枚
は
こ
れ
だ
と
い
う
も
の
を
』と
い
う

気
持
ち
は
あ
る
け
れ
ど
、『
こ
れ
で
よ
し
』と
思
え
た
こ

と
は
ま
だ
一
度
も
な
い
ん
で
す
。
作
品
づ
く
り
は
永
遠
。

目
が
見
え
る
う
ち
、
手
が
動
く
う
ち
は
や
っ
て
い
き
た

い
で
す
」と
、
大
好
き
な
キ
ル
ト
へ
の
思
い
を
語
っ
て

く
だ
さ
っ
た
吉
永
さ
ん
で
す
。

白川水源を
イメージした作品

キ
ル
ト
と
向
き
合
い
歩
む
人
生

み
な
み
あ
そ
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水 南阿蘇村の生まれる郷
南阿蘇村きらめくプロジェクト テーマ

人口

男

女

計

世帯数

南
阿
蘇
村

5,037
5,382
10,419
4,533

（－6）

（－16）

（－22）

（－7）
令和2年1月31日現在

（前月比）

新型コロナウイルス感染症について ❷
軽自動車税についてのお知らせ ❹
3月22日（日）は県知事選挙の投票日です ❾

～トピックス～～トピックス～

南阿蘇村民憲章
私たちは、多様性を認め合いみんなが誇れる南阿蘇村をつくるため、
この憲章を定めます。

みずと緑あふれる美しい自然を愛し、守ります
ながい歴史により育まれた伝統や知恵を受け継ぎ、伝えます
みんなで描く豊かな未来、やさしさにあふれた村を創ります
あその自然と共に営む暮らしを大切にし、活力ある村を築きます
そして、いつも心に蘇る、私たちのふるさと南阿蘇

▲

短い2月は過ぎて気が付けばもう3月。春が来るのはうれしいものの、つ
いこのあいだ新年を迎えたような気持ちでいたのでカレンダーを見ては
ちょっとびっくりしてしまいます。

▲

連日ニュースでは新型コロナウイルスの
話題が取り上げられていますが、遅れてやってきたインフルエンザにかかる

人も出ているようです。こまめに念入りな手洗いうがいを心がけ、体調管理にお気をつけください。
実

編集
後記

３歳の誕生日を迎えるお子さんを募集します
■応募方法

【お問い合わせ】

誕生月の前月５日（５日が休日の場合は５日以降直近の平日）までに、写真・
一言コメント・お子さんの氏名と生年月日・保護者の氏名・連絡先を添えて
役場政策企画課企画係までお申し込みください。

政策企画課企画係　℡（67）2230

青々と大きく育った高菜の葉。
下田区で収穫体験が行われ、参
加者は自分で摘んだ高菜を新漬
けにして持ち帰りました。

今月の一枚
阿蘇高菜の新漬け

吉
永 

道
子
さ
ん（
加
勢
）

よ
し
な
が

み
ち

こ

村の子育て支援センター「わくわくひろば」に、ひな人形が飾られています。スタッフや保護者の皆さんがひな
壇に人形や道具を飾り、お子さんたちと一緒に記念撮影をしました。

健やかな成長と幸せを願って

Happy Birthday
３さいお誕生日おめでとうお誕生日おめでとう

じいじ ばあば
いつもありがとう

保護者／将太さん・祐子さん

H29年

生まれ
3月28日

かわ さき

川﨑 想介くん（男）
川後田

そう すけ



昨年の防災セミナーの様子

熊本地震の経験を活かそう
暮らしのなかの防災セミナー
　平成28年熊本地震の発生から今年で4年。道路や住まい、生活の
復旧・復興に向けた長い道のりを進んでいくなかでも、日頃の防災意
識だけは置き去りにせず、自分にできる備えを心がけていきましょう。
■開催日　４月11日（土）
■場所　モンベル南阿蘇店
※詳細は決まり次第お知らせします。

FAX

１級該当児童とは

障害福祉関係給付制度のご案内

〈問い合わせ〉住民福祉課 福祉係　℡（67）2702

〈問い合わせ〉総務課 防災・消防係　℡（67）1111

令和元年度（2019年度）肝炎サロンを開催します
　肝炎サロンは、肝炎患者さまやそのご家族など肝炎に関心のある方のための情報交換の場です。
　肝臓の病気に対する疑問や、治療に関する不安や悩みなど、ゆっくり語り合ってみませんか？
　参加費は無料、事前のお申し込みも不要です。どうぞお気軽にご参加ください。
■開催日時　3月13日（金）　午後１時30分～
■場所　阿蘇医療センター　※開催時間は2時間程度
 〈問い合わせ〉
　熊本県健康福祉部健康危機管理課　℡096（333）2783　　096（387）0167
　県ホームページ　http://www.pref.kumamoto.jp/kiji_18125.html

～一人ひとりが心がけましょう～
新型コロナウイルス感染症の予防と
相談・受診の目安

【日常生活で気をつけること】
•帰宅時、調理や食事の前の手洗いが大事です。こまめに石

けんやアルコール消毒液などで手を洗いましょう。
•咳などの症状がある場合はマスクを着用し、ティッシュな

どで口・鼻を覆うなどの咳エチケットを行いましょう。
•持病がある人や高齢者は、できるだけ人混みの多い場所を

避けるなど、より一層注意をしてください。

【相談・受診の前に心がけていただきたいこと】
発熱などの風邪症状が見られるときは
•学校や会社を休み外出を控える。
•毎日体温を測定して記録しておく。

【次の症状がある方は「帰国者・接触者相談センター」にご相談ください】
•風邪症状や37.5℃以上の発熱が4日以上続いている。
•強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある。
•高齢者や妊婦、基礎疾患などのある人は上記の状態が2日程度続く

場合。

※相談後、医療機関にかかるときは、帰国者・接触者相談センターか
ら受診を勧められた医療機関を受診してください。複数の医療機関
を受診することはお控えください。※これらの手当は、所得制限や受給資格要件がありますので、支給されない場合があります。

※給付の額は令和2年４月以降の額です。給付の額は、毎年改定されます。
※提出された診断書により認定を行うため、障害者手帳の基準等級と必ずしも一致するとは限りませんのでご注意

ください。詳しくは住民福祉課 福祉係までご相談ください。

特別児童扶養手当

障害児福祉手当

特別障害者手当

内容 基準等級 手当額（月額）制度名

（対象児童1人につき）
52,500円

　身体や精神、知的に中程
度以上の障がいのある20歳
未満のお子さまを家庭で監
護している父親もしくは母
親、または養育者に対して
手当を支給する制度です。

　身体や精神、知的に重度
の障がいがあり、日常生活
で常に介護を必要とする20
歳未満の障がいのあるお子
さまに対して手当を支給す
る制度です。

•身体障害者手帳2級以上
•療育手帳A判定
•精神保健福祉手帳1級以上
　に相当する状態です。

2級該当児童とは

（対象児童1人につき）
34,970円

14,880円

•身体障害者手帳3級
•療育手帳B判定
•精神保健福祉手帳2級以上
　に相当する状態です。

•身体障害者手帳2級以上
•療育手帳A判定
•精神保健福祉手帳1級以上
　に相当する状態です。

　身体や精神、知的に著し
く重度の障がいが2つ以上
あてはまる状態であり、日
常生活で常に特別の介護を
必要とする20歳以上の障が
いのある方に対して手当を
支給する制度です。

27,350円

•身体障害者手帳2級以上
•療育手帳A1
•精神保健福祉手帳1級以上
　相当の障がいが複数あては

まる状態、または上記の障
がいが1つあり、中程度相
当の障がいが複数あてはま
る状態です。

〈問い合わせ〉
帰国者・接触者相談センター：阿蘇保健所 ℡0967（24）9030　午前9時～午後7時
一般的な相談：熊本県健康危機管理課  ℡096（333）2256　午前9時～午後7時
役場担当課：健康推進課 保健係   ℡0967（67）2704
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男
性
料
理
教
室
参
加
者

募
集
の
お
知
ら
せ

　
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
料

理
初
心
者
お
ス
ス
メ
の
料
理
教
室
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
3
月
13
日（
金
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

■
場
所
　
白
水
保
健
セ
ン
タ
ー

■
メ
ニ
ュ
ー

　
減
塩
料
理（
の
っ
ぺ
汁
、
切
り
干
し
大

根
の
煮
物
な
ど
）

■
参
加
費
　
無
料

■
持
参
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記

用
具
、
米
1
合

■
申
し
込
み
期
限
　
３
月
11
日（
水
）

 〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　
健
康
推
進
課
　
保
健
係

　
℡（
6
7
）2
7
0
4
　

　
主
催
：
南
阿
蘇
村
食
生
活
改
善
推
進
員

協
議
会

調印後にあいさつした吉良村長

協定書に調印した阿蘇管内7市町村

廃
車
や
譲
渡
の
際
に
は
手
続
き
を

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

■
軽
自
動
車
税
と
は

　
次
の
車
両
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
対
し

て
か
か
る
税
金
の
こ
と
で
す
。

•
原
動
機
付
自
転
車（
１
２
５
㏄
以
下
の
二
輪
）

•
軽
自
動
車（
１
２
５
㏄
超
〜
２
５
０
㏄
以
下
の

二
輪
と
、
総
排
気
量
が
６
６
０
㏄
以
下
の
三

輪
・
四
輪
）

•
小
型
特
殊
自
動
車（
農
耕
作
業
車
、
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
な
ど
）

•
二
輪
の
小
型
自
動
車（
総
排
気
量
が
２
５
０
㏄

を
超
え
る
二
輪
）

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
時
点
の
対

象
車
両
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

　
対
象
車
両
を
廃
車
・
譲
渡
し
た
場
合
は
、
速
や

か
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
代

行
し
て
も
ら
っ
た
時
は
、
結
果
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
手
続
き
の
窓
口
は
対
象
車
両
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
の
で
下
記
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
身
体
に
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
で
来
年
度（
令

和
２
年
度
）の
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
を
予
定
さ

れ
て
い
る
方
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日
に
車
を

所
有
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
車
検

証
な
ど
で
所
有
者
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
出
し
に
つ
い
て

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
気
持
ち
よ
く
使
用
し
て

い
く
た
め
に
、
あ
ら
た
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
次
の
よ
う
な
ゴ
ミ
は
回
収
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

•
内
容
物
が
入
っ
た
ま
ま
の
　
ビ
ン
、
缶
な
ど

（
例
）缶
詰
・
食
用
油
・
調
味
料
な
ど

　
な
お
、
回
収
さ
れ
な
か
っ
た
ご
み
は
、
各
行
政

区
長
や
近
隣
住
民
が
再
度
分
別
を
さ
れ
て
お
り
、

負
担
を
か
け
て
い
る
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。

　
ビ
ン
や
缶
な
ど
を
捨
て
る
際
は
中
身
を
空
に

し
、
決
め
ら
れ
た
回
収
日
に
ご
み
出
し
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ル
ー
ル
を
守
り
、
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
環
境
対
策
課
　
環
境
保
全
係

　
℡（
６
７
）３
１
７
６

《
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
の
各
窓
口
》

　
異
動（
廃
車
・
譲
渡
）す
る
車
両
が
、

原
動
機
付
自
転
車（
１
２
５
㏄
以
下
の
二
輪
）、

小
型
特
殊
自
動
車（
農
耕
作
業
車
、
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
な
ど
）の
場
合

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
税
務
課
　
軽
自
動
車
係

　
℡（
６
７
）２
７
０
３

１
２
６
㏄
以
上
〜
２
５
０
㏄
以
下
の
二
輪
、

６
６
０
㏄
以
下
の
三
輪
お
よ
び
四
輪
の
場
合

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
熊
本
県
軽
自
動
車
協
会

　（
熊
本
市
東
区
東
本
町
16
番
３
号
）

　
℡
０
５
０（
３
８
１
６
）１
７
５
８

２
５
１
㏄
以
上
の
二
輪
お
よ
び

三
輪
バ
イ
ク
の
場
合

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
熊
本
運
輸
支
局

　（
熊
本
市
東
区
東
町
４
丁
目
14
‐
35
）

　
℡
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
８
６

７
市
町
村
で
徴
収
強
化

令
和
2
年
度 

市
町
村
税
等
の
徴
収
向
上
対
策
に

係
る
職
員
派
遣
に
関
す
る
協
定
調
印
式

　
2
月
3
日
、
阿
蘇
地
域
振
興
局
で
、

阿
蘇
管
内
７
市
町
村
合
同
に
よ
る
市
町

村
税
な
ど
の
徴
収
向
上
対
策
に
係
る
職

員
派
遣
に
関
す
る
協
定
の
調
印
式
が
、

各
市
町
村
長
の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
書
は
、
税
負
担
の
公
平
公

正
さ
を
保
つ
た
め
、
管
内
市
町
村
へ
税

務
関
係
職
員
を
相
互
に
派
遣
し
、
滞
納

者
に
対
し
捜
索
・
財
産
の
差
し
押
さ
え

等
を
行
い
、
滞
納
税
の
徴
収
強
化
を
図

る
も
の
で
す
。

　
協
定
書
へ
の
押
印
を
終
え
、
代
表
で

吉
良
村
長
が
、「
熊
本
地
震
か
ら
ま
も

な
く
4
年
が
経
と
う
と
し
て
お
り
、
各

市
町
村
の
さ
ら
な
る
復
旧
・
復
興
の
た

め
に
は
貴
重
な
自
主
財
源
で
あ
る
税
収

の
確
保
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
た
め
、
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
は
滞

納
は
許
さ
れ
な
い
。
今
後
、
税
務
職
員

が
そ
れ
ぞ
れ
徴
収
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
、

関
係
を
強
化
し
な
が
ら
阿
蘇
管
内
市
町

村
の
税
収
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

墓
地
需
要
に
つ
い
て
意
見
を
募
集
し
ま
す

　
お
墓
に
つ
い
て
近
年
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
地
域
に
根
ざ
す「
跡
継
ぎ
」

や「
家
族
」が
維
持
管
理
す
る
こ
と
が
困

難
な
ケ
ー
ス
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
現
状
に
対
応
す
る
た
め
の

村
の
施
策
案
と
し
て
、
村
が
管
理
・
運

営
す
る「
公
共
墓
地
」の
整
備
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
り
ま
す
。

•
公
共
墓
地
と
は

　
自
治
体（
村
）が
整
備
・
管
理
運
営
す

る
墓
地

•
公
共
墓
地
に
つ
い
て
の
課
題

　
整
備
費
の
財
源
や
永
年
管
理
、
場
所
、

墓
地
使
用
・
管
理
料
、
住
民
か
ら
の
需

要
な
ど

　
そ
の
た
め
、
公
共
墓
地
の
需
要
や
整

備
に
つ
い
て
村
民
の
皆
さ
ま
が
ど
の
よ

う
な
考
え
を
お
持
ち
か
、
広
く
意
見
を

募
集
い
た
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
環
境
対
策
課 

環
境

保
全
係
ま
で
皆
さ
ま
の
考
え
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　
内
容
的
な
側
面
か
ら
、
よ
り
自
由
に

意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
た
め
、
匿
名

で
の
ご
連
絡
で
結
構
で
す
。

■
募
集
す
る
意
見

•
公
共
墓
地
の
整
備
に
つ
い
て

■
様
式

•
任
意（
自
由
記
述
）

※
よ
ろ
し
け
れ
ば
年
齢
を
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

■
提
出
方
法

　
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
電
子
メ
ー
ル
投
稿
、
郵
便
な
ど

■
募
集
期
限

　
令
和
２
年
４
月
24
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
環
境
対
策
課
　
環
境
保
全
係

　
℡（
６
７
）３
１
７
６

　
　（
６
７
）2
0
7
3

容
器
を
捨
て
る
と
き
は
中
身
を
空
に

か
ら
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男
性
料
理
教
室
参
加
者

募
集
の
お
知
ら
せ

　
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
料

理
初
心
者
お
ス
ス
メ
の
料
理
教
室
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
3
月
13
日（
金
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

■
場
所
　
白
水
保
健
セ
ン
タ
ー

■
メ
ニ
ュ
ー

　
減
塩
料
理（
の
っ
ぺ
汁
、
切
り
干
し
大

根
の
煮
物
な
ど
）

■
参
加
費
　
無
料

■
持
参
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記

用
具
、
米
1
合

■
申
し
込
み
期
限
　
３
月
11
日（
水
）

 〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　
健
康
推
進
課
　
保
健
係

　
℡（
6
7
）2
7
0
4
　

　
主
催
：
南
阿
蘇
村
食
生
活
改
善
推
進
員

協
議
会

調印後にあいさつした吉良村長

協定書に調印した阿蘇管内7市町村

廃
車
や
譲
渡
の
際
に
は
手
続
き
を

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

■
軽
自
動
車
税
と
は

　
次
の
車
両
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
対
し

て
か
か
る
税
金
の
こ
と
で
す
。

•
原
動
機
付
自
転
車（
１
２
５
㏄
以
下
の
二
輪
）

•
軽
自
動
車（
１
２
５
㏄
超
〜
２
５
０
㏄
以
下
の

二
輪
と
、
総
排
気
量
が
６
６
０
㏄
以
下
の
三

輪
・
四
輪
）

•
小
型
特
殊
自
動
車（
農
耕
作
業
車
、
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
な
ど
）

•
二
輪
の
小
型
自
動
車（
総
排
気
量
が
２
５
０
㏄

を
超
え
る
二
輪
）

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
時
点
の
対

象
車
両
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

　
対
象
車
両
を
廃
車
・
譲
渡
し
た
場
合
は
、
速
や

か
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
代

行
し
て
も
ら
っ
た
時
は
、
結
果
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
手
続
き
の
窓
口
は
対
象
車
両
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
の
で
下
記
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
身
体
に
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
で
来
年
度（
令

和
２
年
度
）の
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
を
予
定
さ

れ
て
い
る
方
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日
に
車
を

所
有
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
車
検

証
な
ど
で
所
有
者
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
出
し
に
つ
い
て

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
気
持
ち
よ
く
使
用
し
て

い
く
た
め
に
、
あ
ら
た
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
次
の
よ
う
な
ゴ
ミ
は
回
収
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

•
内
容
物
が
入
っ
た
ま
ま
の
　
ビ
ン
、
缶
な
ど

（
例
）缶
詰
・
食
用
油
・
調
味
料
な
ど

　
な
お
、
回
収
さ
れ
な
か
っ
た
ご
み
は
、
各
行
政

区
長
や
近
隣
住
民
が
再
度
分
別
を
さ
れ
て
お
り
、

負
担
を
か
け
て
い
る
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。

　
ビ
ン
や
缶
な
ど
を
捨
て
る
際
は
中
身
を
空
に

し
、
決
め
ら
れ
た
回
収
日
に
ご
み
出
し
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ル
ー
ル
を
守
り
、
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
環
境
対
策
課
　
環
境
保
全
係

　
℡（
６
７
）３
１
７
６

《
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
の
各
窓
口
》

　
異
動（
廃
車
・
譲
渡
）す
る
車
両
が
、

原
動
機
付
自
転
車（
１
２
５
㏄
以
下
の
二
輪
）、

小
型
特
殊
自
動
車（
農
耕
作
業
車
、
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
な
ど
）の
場
合

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
税
務
課
　
軽
自
動
車
係

　
℡（
６
７
）２
７
０
３

１
２
６
㏄
以
上
〜
２
５
０
㏄
以
下
の
二
輪
、

６
６
０
㏄
以
下
の
三
輪
お
よ
び
四
輪
の
場
合

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
熊
本
県
軽
自
動
車
協
会

　（
熊
本
市
東
区
東
本
町
16
番
３
号
）

　
℡
０
５
０（
３
８
１
６
）１
７
５
８

２
５
１
㏄
以
上
の
二
輪
お
よ
び

三
輪
バ
イ
ク
の
場
合

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
熊
本
運
輸
支
局

　（
熊
本
市
東
区
東
町
４
丁
目
14
‐
35
）

　
℡
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
８
６

７
市
町
村
で
徴
収
強
化

令
和
2
年
度 

市
町
村
税
等
の
徴
収
向
上
対
策
に

係
る
職
員
派
遣
に
関
す
る
協
定
調
印
式

　
2
月
3
日
、
阿
蘇
地
域
振
興
局
で
、

阿
蘇
管
内
７
市
町
村
合
同
に
よ
る
市
町

村
税
な
ど
の
徴
収
向
上
対
策
に
係
る
職

員
派
遣
に
関
す
る
協
定
の
調
印
式
が
、

各
市
町
村
長
の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
書
は
、
税
負
担
の
公
平
公

正
さ
を
保
つ
た
め
、
管
内
市
町
村
へ
税

務
関
係
職
員
を
相
互
に
派
遣
し
、
滞
納

者
に
対
し
捜
索
・
財
産
の
差
し
押
さ
え

等
を
行
い
、
滞
納
税
の
徴
収
強
化
を
図

る
も
の
で
す
。

　
協
定
書
へ
の
押
印
を
終
え
、
代
表
で

吉
良
村
長
が
、「
熊
本
地
震
か
ら
ま
も

な
く
4
年
が
経
と
う
と
し
て
お
り
、
各

市
町
村
の
さ
ら
な
る
復
旧
・
復
興
の
た

め
に
は
貴
重
な
自
主
財
源
で
あ
る
税
収

の
確
保
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
た
め
、
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
は
滞

納
は
許
さ
れ
な
い
。
今
後
、
税
務
職
員

が
そ
れ
ぞ
れ
徴
収
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
、

関
係
を
強
化
し
な
が
ら
阿
蘇
管
内
市
町

村
の
税
収
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

墓
地
需
要
に
つ
い
て
意
見
を
募
集
し
ま
す

　
お
墓
に
つ
い
て
近
年
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
地
域
に
根
ざ
す「
跡
継
ぎ
」

や「
家
族
」が
維
持
管
理
す
る
こ
と
が
困

難
な
ケ
ー
ス
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
現
状
に
対
応
す
る
た
め
の

村
の
施
策
案
と
し
て
、
村
が
管
理
・
運

営
す
る「
公
共
墓
地
」の
整
備
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
り
ま
す
。

•
公
共
墓
地
と
は

　
自
治
体（
村
）が
整
備
・
管
理
運
営
す

る
墓
地

•
公
共
墓
地
に
つ
い
て
の
課
題

　
整
備
費
の
財
源
や
永
年
管
理
、
場
所
、

墓
地
使
用
・
管
理
料
、
住
民
か
ら
の
需

要
な
ど

　
そ
の
た
め
、
公
共
墓
地
の
需
要
や
整

備
に
つ
い
て
村
民
の
皆
さ
ま
が
ど
の
よ

う
な
考
え
を
お
持
ち
か
、
広
く
意
見
を

募
集
い
た
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
環
境
対
策
課 

環
境

保
全
係
ま
で
皆
さ
ま
の
考
え
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　
内
容
的
な
側
面
か
ら
、
よ
り
自
由
に

意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
た
め
、
匿
名

で
の
ご
連
絡
で
結
構
で
す
。

■
募
集
す
る
意
見

•
公
共
墓
地
の
整
備
に
つ
い
て

■
様
式

•
任
意（
自
由
記
述
）

※
よ
ろ
し
け
れ
ば
年
齢
を
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

■
提
出
方
法

　
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
電
子
メ
ー
ル
投
稿
、
郵
便
な
ど

■
募
集
期
限

　
令
和
２
年
４
月
24
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
環
境
対
策
課
　
環
境
保
全
係

　
℡（
６
７
）３
１
７
６

　
　（
６
７
）2
0
7
3

容
器
を
捨
て
る
と
き
は
中
身
を
空
に

か
ら

FAX
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住
宅
金
融
支
援
機
構
で
は
、
平
成
28
年
熊
本
地
震
で

被
災
し
た
住
宅
を
復
旧
す
る
た
め
の「
災
害
復
興
住
宅

融
資（
建
設
資
金
、
購
入
資
金（
新
築
住
宅
・
中
古
住
宅
）、

補
修
資
金
）」の
申
込
受
付
を
現
在
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
被
災
さ
れ
た
方
に
よ
る
住
宅
再
建
等
を
継
続

的
に
支
援
す
る
た
め
、
借
入
申
込
の
受
付
期
限
を
1
年

間
延
長
す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
正
式
に
決
定
し
た
場
合
に
は
、
住
宅
金
融
支

援
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 〈
申
込
受
付
期
限
〉

 〈
相
談
会
の
開
催
〉

　
災
害
復
興
住
宅
融
資
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

•
熊
本
市
役
所（
1
階
ロ
ビ
ー
）

　
毎
週
月
・
金
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

•
益
城
町
役
場
仮
設
庁
舎

　
毎
週
木
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
相
談
会
会
場
へ
行
く
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
役
場
復

興
推
進
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
住
宅
金
融
支
援
機
構
　
お
客
さ
ま
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー（
災
害
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）　

　
℡
０
１
２
０（
０
８
６
）３
５
３（
通
話
無
料
）

※
国
際
電
話
等
で
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、

０
４
８（
６
１
５
）０
４
２
０

　
に
お
か
け
く
だ
さ
い（
通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
）。

※
電
話
相
談
は
、
土
曜
日
お
よ
び
日
曜
日
も
実
施

し
ま
す
。
受
付
時
間
は
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

で
、
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

〜
熊
本
地
震
で
住
宅
が
被
災
し
た
方
へ
〜

住
宅
金
融
支
援
機
構
か
ら
の

お
知
ら
せ

VOL.33

南
阿
蘇
村

復
興
む
ら
づ
く
り

だ
よ
り

■
被
災
宅
地
の
復
旧
費
補
助

　
２
０
２
０
年
３
月
31
日
が
申
請
お
よ
び
事
前

届
出
の
提
出
期
限
で
す
！

　
宅
地
の
の
り
面
、
擁
壁
、
地
盤
の
復
旧
、
基
礎
の
傾
斜

修
復
工
事
な
ど
、
被
害
を
受
け
た
宅
地
の
復
旧
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業（
平
成
28
年
熊
本
地
震
復
興

基
金
を
活
用
）は
２
０
２
０
年
３
月
31
日
が
申
請
期
限
と
な

り
ま
す
。

　
期
限
以
内
に
申
請
が
出
来
な
い
人
は
事
前
届
出
を
行
っ

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事
前
届
出
を
し
て
い
な

い
人
は
補
助
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
期
限
内
に
事
前
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て
い
る
人
は
事
前
届
出
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
相
談
の
み
を
行
っ
た
人
は
事
前
届

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
宅
地
】

　
平
成
28
年
熊
本
地
震
の
発
生
時
に
、
人
が
住
ん
で
い
る

住
宅
が
建
っ
て
い
た
宅
地

※
地
震
後
に
購
入
し
た
宅
地
、
地
震
発
生
時
に
人
の
住
め

る
家
屋
が
な
か
っ
た
宅
地
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

【
補
助
額
】

　
工
事
に
か
か
っ
た
額
か
ら
50
万
円
を
引
い
た
額
に
３
分

の
２
を
乗
じ
た
額（
補
助
額
の
上
限
額
６
３
３
万
３
千
円
）

【
事
前
届
出
に
必
要
な
も
の
】

•
事
前
届
出
書（
役
場
復
興
推
進
課
窓
口
で
の
お
渡
し
、
ま

た
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

•
宅
地
の
被
災
状
況
を
確
認
で
き
る
資
料（
写
真
な
ど
）を

印
刷
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

•
印
鑑

【
申
請
書
等
提
出
先
】

　
役
場
　
復
興
推
進
課
窓
口
　

【
お
問
合
せ
先
】

　
復
興
推
進
課 

宅
地
復
旧
係
　

　
℡
０
９
６
７（
６
７
）１
１
１
３

■
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
申
請
に
つ
い
て

　
熊
本
地
震
に
よ
る
住
宅
の
被
害
の
程
度
や
再
建
方
法
に

応
じ
て
支
援
金
が
支
給
さ
れ
る
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金

の
申
請
期
限
が
、
次
の
と
お
り
延
長
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
。

〇
基
礎
・
加
算
支
援
金
の
申
請
期
限

　【
現
　
行
】２
０
２
０
年
５
月
13
日
ま
で

　【
延
長
後
】２
０
２
１
年
５
月
13
日
ま
で

■
立
野
か
ら
歩
く
文
化
を
発
信
！

　
熊
本
に「
歩
く
文
化
」を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
に
熊
本

県
が
策
定
し
た「
Ｗ
Ａ
Ｗ
く
ま
も
と
構
想
」の
一
環
と
し
て
、

１
月
25
日
に
立
野
地
域
で
フ
ッ
ト
パ
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
の
途
中
で
は
熊
本
地
震
か
ら
4
年
ぶ
り
に
復
活

し
た
木
之
内
農
園
の
協
力
で
、
も
ぎ
た
て
イ
チ
ゴ
試
食
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
昼
食
に
は
立
野
地
区
の
有
志
女
性

に
よ
る「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」か
ら
郷
土
料
理
が
ふ
る
ま
わ
れ
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　
翌
26
日
に
は
、
宇
土
市
民
会
館
に
て
Ｗ
Ａ
Ｗ
く
ま
も
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
記
念
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会

で
は
立
野
わ
か
も
ん
会
を
代
表
し
て
丸
野
隆
大
さ
ん
が「
地

域
が
元
気
に
な
る
き
っ
か
け
と
し
て
の
フ
ッ
ト
パ
ス
」と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
立
野
地
域
で
の
活
動
を
報
告
し
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
湧
き
起
こ
り
ま
し
た
。

■
く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
推
進
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
第
24
回
く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
推
進
賞
の
表
彰
式
が

１
月
30
日
に
県
庁
で
行
わ
れ
、
41
点
の
応
募
の
中
か
ら
推

進
賞
の
5
件
と
次
点
の
選
賞
5
件
に
熊
本
県
知
事
か
ら
賞

状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
南
阿
蘇
村
か
ら
は「
南
阿
蘇
村
買
取

型
災
害
公
営
住
宅
馬
立
団
地
」と「
地
獄
温
泉
青
風
荘
、
す

ず
め
の
湯
」が
推
進
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
受
賞
を
受
け
て

吉
良
村
長
は
、「
立
野
地
区
は
震
災
後
3
6
0
世
帯
か
ら

1
6
4
世
帯
に
減
っ
て
い
た
が
、
馬
立
団
地
の
完
成
な
ど

も
あ
り
少
し
ず
つ
世
帯
が
戻
っ
て
き
て
い
る
。
２
０
２
０

年
度
に
は
国
道
57
号
線
や
Ｊ
Ｒ
豊
肥
線
が
開
通
す
る
予
定

な
の
で
、
さ
ら
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
」と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。 復

興
推
進
課
　
　
　

℡（
6
7
）1
1
1
3

南阿蘇村買取型災害公営住宅馬立団地

令
和
２
年
３
月
31
日

現
行令

和
３
年
３
月
31
日

見
直
し
後（
予
定
）

復旧
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住
宅
金
融
支
援
機
構
で
は
、
平
成
28
年
熊
本
地
震
で

被
災
し
た
住
宅
を
復
旧
す
る
た
め
の「
災
害
復
興
住
宅

融
資（
建
設
資
金
、
購
入
資
金（
新
築
住
宅
・
中
古
住
宅
）、

補
修
資
金
）」の
申
込
受
付
を
現
在
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
被
災
さ
れ
た
方
に
よ
る
住
宅
再
建
等
を
継
続

的
に
支
援
す
る
た
め
、
借
入
申
込
の
受
付
期
限
を
1
年

間
延
長
す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
正
式
に
決
定
し
た
場
合
に
は
、
住
宅
金
融
支

援
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 〈
申
込
受
付
期
限
〉

 〈
相
談
会
の
開
催
〉

　
災
害
復
興
住
宅
融
資
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

•
熊
本
市
役
所（
1
階
ロ
ビ
ー
）

　
毎
週
月
・
金
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

•
益
城
町
役
場
仮
設
庁
舎

　
毎
週
木
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
相
談
会
会
場
へ
行
く
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
役
場
復

興
推
進
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
住
宅
金
融
支
援
機
構
　
お
客
さ
ま
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー（
災
害
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）　

　
℡
０
１
２
０（
０
８
６
）３
５
３（
通
話
無
料
）

※
国
際
電
話
等
で
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、

０
４
８（
６
１
５
）０
４
２
０

　
に
お
か
け
く
だ
さ
い（
通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
）。

※
電
話
相
談
は
、
土
曜
日
お
よ
び
日
曜
日
も
実
施

し
ま
す
。
受
付
時
間
は
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

で
、
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

〜
熊
本
地
震
で
住
宅
が
被
災
し
た
方
へ
〜

住
宅
金
融
支
援
機
構
か
ら
の

お
知
ら
せ
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南
阿
蘇
村

復
興
む
ら
づ
く
り

だ
よ
り

■
被
災
宅
地
の
復
旧
費
補
助

　
２
０
２
０
年
３
月
31
日
が
申
請
お
よ
び
事
前

届
出
の
提
出
期
限
で
す
！

　
宅
地
の
の
り
面
、
擁
壁
、
地
盤
の
復
旧
、
基
礎
の
傾
斜

修
復
工
事
な
ど
、
被
害
を
受
け
た
宅
地
の
復
旧
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業（
平
成
28
年
熊
本
地
震
復
興

基
金
を
活
用
）は
２
０
２
０
年
３
月
31
日
が
申
請
期
限
と
な

り
ま
す
。

　
期
限
以
内
に
申
請
が
出
来
な
い
人
は
事
前
届
出
を
行
っ

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事
前
届
出
を
し
て
い
な

い
人
は
補
助
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
期
限
内
に
事
前
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て
い
る
人
は
事
前
届
出
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
相
談
の
み
を
行
っ
た
人
は
事
前
届

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
宅
地
】

　
平
成
28
年
熊
本
地
震
の
発
生
時
に
、
人
が
住
ん
で
い
る

住
宅
が
建
っ
て
い
た
宅
地

※
地
震
後
に
購
入
し
た
宅
地
、
地
震
発
生
時
に
人
の
住
め

る
家
屋
が
な
か
っ
た
宅
地
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

【
補
助
額
】

　
工
事
に
か
か
っ
た
額
か
ら
50
万
円
を
引
い
た
額
に
３
分

の
２
を
乗
じ
た
額（
補
助
額
の
上
限
額
６
３
３
万
３
千
円
）

【
事
前
届
出
に
必
要
な
も
の
】

•
事
前
届
出
書（
役
場
復
興
推
進
課
窓
口
で
の
お
渡
し
、
ま

た
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

•
宅
地
の
被
災
状
況
を
確
認
で
き
る
資
料（
写
真
な
ど
）を

印
刷
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

•
印
鑑

【
申
請
書
等
提
出
先
】

　
役
場
　
復
興
推
進
課
窓
口
　

【
お
問
合
せ
先
】

　
復
興
推
進
課 

宅
地
復
旧
係
　

　
℡
０
９
６
７（
６
７
）１
１
１
３

■
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
申
請
に
つ
い
て

　
熊
本
地
震
に
よ
る
住
宅
の
被
害
の
程
度
や
再
建
方
法
に

応
じ
て
支
援
金
が
支
給
さ
れ
る
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金

の
申
請
期
限
が
、
次
の
と
お
り
延
長
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
。

〇
基
礎
・
加
算
支
援
金
の
申
請
期
限

　【
現
　
行
】２
０
２
０
年
５
月
13
日
ま
で

　【
延
長
後
】２
０
２
１
年
５
月
13
日
ま
で

■
立
野
か
ら
歩
く
文
化
を
発
信
！

　
熊
本
に「
歩
く
文
化
」を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
に
熊
本

県
が
策
定
し
た「
Ｗ
Ａ
Ｗ
く
ま
も
と
構
想
」の
一
環
と
し
て
、

１
月
25
日
に
立
野
地
域
で
フ
ッ
ト
パ
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
の
途
中
で
は
熊
本
地
震
か
ら
4
年
ぶ
り
に
復
活

し
た
木
之
内
農
園
の
協
力
で
、
も
ぎ
た
て
イ
チ
ゴ
試
食
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
昼
食
に
は
立
野
地
区
の
有
志
女
性

に
よ
る「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」か
ら
郷
土
料
理
が
ふ
る
ま
わ
れ
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　
翌
26
日
に
は
、
宇
土
市
民
会
館
に
て
Ｗ
Ａ
Ｗ
く
ま
も
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
記
念
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会

で
は
立
野
わ
か
も
ん
会
を
代
表
し
て
丸
野
隆
大
さ
ん
が「
地

域
が
元
気
に
な
る
き
っ
か
け
と
し
て
の
フ
ッ
ト
パ
ス
」と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
立
野
地
域
で
の
活
動
を
報
告
し
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
湧
き
起
こ
り
ま
し
た
。

■
く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
推
進
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
第
24
回
く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
推
進
賞
の
表
彰
式
が

１
月
30
日
に
県
庁
で
行
わ
れ
、
41
点
の
応
募
の
中
か
ら
推

進
賞
の
5
件
と
次
点
の
選
賞
5
件
に
熊
本
県
知
事
か
ら
賞

状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
南
阿
蘇
村
か
ら
は「
南
阿
蘇
村
買
取

型
災
害
公
営
住
宅
馬
立
団
地
」と「
地
獄
温
泉
青
風
荘
、
す

ず
め
の
湯
」が
推
進
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
受
賞
を
受
け
て

吉
良
村
長
は
、「
立
野
地
区
は
震
災
後
3
6
0
世
帯
か
ら

1
6
4
世
帯
に
減
っ
て
い
た
が
、
馬
立
団
地
の
完
成
な
ど

も
あ
り
少
し
ず
つ
世
帯
が
戻
っ
て
き
て
い
る
。
２
０
２
０

年
度
に
は
国
道
57
号
線
や
Ｊ
Ｒ
豊
肥
線
が
開
通
す
る
予
定

な
の
で
、
さ
ら
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
」と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。 復

興
推
進
課
　
　
　

℡（
6
7
）1
1
1
3

南阿蘇村買取型災害公営住宅馬立団地

令
和
２
年
３
月
31
日

現
行令

和
３
年
３
月
31
日

見
直
し
後（
予
定
）

復旧
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〈問い合わせ〉総務課（南阿蘇村選挙管理委員会事務局）　℡（67）1111

  有権者が県政に参加する最大の機会であるとともに、県民の権
利であり、責務でもあります。忘れずに投票に行きましょう。

※有権者には入場券をお送りしますが、遅れて届く
場合があります。入場券が届かない場合や、なく
してしまった場合でも投票はできます。投票所で
受付の係員にお申し出ください。お手数ですが、
なるべく本人確認のできるものをご持参いただき
ますと、円滑に受付ができます。

※公示日は、3月5日（木）、開票日時および場所は、
3月22日（日）午後8時から南阿蘇村役場大会議室
です。

3月22日（日）は、
熊本県知事選挙の投票日です。

■期　　日：3月22日（日）
■投票時間：午前7時00分から午後6時00分まで
■投票場所：村内の7投票所

■投票方法：記号式（候補者名欄の上にスタンプで○印を付けます）

【期日前投票・不在者投票】

【投票日】

■期　　日：3月6日（金）から3月21日（土）まで
■時　　間：午前8時30分から午後8時00分まで
■投票場所：南阿蘇村役場（大字河陽1705-1）
■投票方法：自書式（候補者名を書きます）

南阿蘇村役場　　旧白水庁舎　　旧久木野庁舎　　両併小学校
中松小学校　　　旧立野小学校　下野山田仮設団地集会所
※入場券に記載の投票所で投票してください。

【
入
札
物
件
】

　
旧
そ
ば
研
修
セ
ン
タ
ー

■
入
札
に
付
す
る
事
項

◇
土
地

①
所
在
　
大
字
河
陰
字
東
入
佐
内

１
４
８
番
地
１

②
地
目
　
宅
地

③
地
積
　
１
６
６
１
・
６
１
平
方
メ
ー

ト
ル

◇
建
物

①
所
在
　
大
字
河
陰
字
東
入
佐
内

１
４
８
番
地
１

②
構
造
　
鉄
骨
造
ス
テ
ン
レ
ス
板

葺
平
屋
建
・
店
舗

③
面
積
　
３
１
７・０
２
平
方
メ
ー

ト
ル

■
予
定
価
格（
土
地
・
建
物
）

　
１
３
，
９
５
０
，
０
０
０
円

【
現
地
説
明
会
】

■
日
時

　
４
月
７
日（
火
）午
前
10
時

■
場
所

　
旧
そ
ば
研
修
セ
ン
タ
ー

【
入
札
参
加
申
込
み
】

■
期
日
・
時
間

　
4
月
21
日（
火
）〜
5
月
12
日（
火
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
ま
で

　（
土
・
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

■
提
出
先

　
産
業
観
光
課

※
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
受
付
け

ま
せ
ん

【
提
出
書
類
】

①「
入
札
参
加
申
込
書
」

　
お
よ
び「
誓
約
書
兼
承
諾
書
」

②
添
付
書
類（
発
行
後
1
カ
月
以

内
の
も
の
）

•
個
人
の
場
合

　
住
民
票
、
身
分
証
明
書
、
納
税

証
明
書
、
印
鑑
証
明
、
誓
約
書

兼
承
諾
書

•
法
人
の
場
合

　
法
人
の
印
鑑
証
明
、
法
人
の
履

歴
事
項
全
部
証
明
書
、
納
税
証

明
書（
未
納
の
税
額
が
な
い
こ

と
の
証
明
）、
誓
約
書
兼
承
諾
書

【
入
札
日
時
お
よ
び
場
所
】

■
日
時

　
５
月
19
日（
火
）午
前
10
時
か
ら

■
場
所

　
役
場
１
階
東
会
議
室

■
受
付

　
入
札
開
始
時
刻
10
分
前
ま
で
に

受
付
を
し
て
く
だ
さ
い

【
入
札
に
必
要
な
書
類
】

①
入
札
書

②
封
筒

③
委
任
状

※
入
札
申
込
人
以
外
が
参
加
す
る

場
合

④
身
分
証
な
ど（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）

詳
細
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
産
業

観
光
課
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
産
業
観
光
課

　
℡（
６
７
）１
１
１
２

村
有
地
・
建
物
の
売
り
払
い
に
つ
い
て

一
般
競
争
入
札
を
行
い
ま
す
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〈問い合わせ〉総務課（南阿蘇村選挙管理委員会事務局）　℡（67）1111

  有権者が県政に参加する最大の機会であるとともに、県民の権
利であり、責務でもあります。忘れずに投票に行きましょう。

※有権者には入場券をお送りしますが、遅れて届く
場合があります。入場券が届かない場合や、なく
してしまった場合でも投票はできます。投票所で
受付の係員にお申し出ください。お手数ですが、
なるべく本人確認のできるものをご持参いただき
ますと、円滑に受付ができます。

※公示日は、3月5日（木）、開票日時および場所は、
3月22日（日）午後8時から南阿蘇村役場大会議室
です。

3月22日（日）は、
熊本県知事選挙の投票日です。

■期　　日：3月22日（日）
■投票時間：午前7時00分から午後6時00分まで
■投票場所：村内の7投票所

■投票方法：記号式（候補者名欄の上にスタンプで○印を付けます）

【期日前投票・不在者投票】

【投票日】

■期　　日：3月6日（金）から3月21日（土）まで
■時　　間：午前8時30分から午後8時00分まで
■投票場所：南阿蘇村役場（大字河陽1705-1）
■投票方法：自書式（候補者名を書きます）

南阿蘇村役場　　旧白水庁舎　　旧久木野庁舎　　両併小学校
中松小学校　　　旧立野小学校　下野山田仮設団地集会所
※入場券に記載の投票所で投票してください。
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No.167

ハートがたくさんの村づくりハートがたくさんの村づくり
差別のない、人への思いやりを大切にする、

明るい南阿蘇村をつくりましょう。

人権とはなんですか?

　人権とは「すべての人々が生命と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」
あるいは「人間が人間らしく生きる権利で、生まれながらに持っている権利」であって、
だれにとっても大切なもの、日常の思いやりの心によって守られなければならない
ものです。今回も、「高齢者虐待防止法」についてお伝えします。

Hot News 南 阿 蘇 村 の 話 題

　西南戦争時に本村黒川地区で戦死した会津藩士の佐川
官兵衛を顕彰している熊本佐川官兵衛顕彰会の興梠二雄
会長（吉田一）が、福島県会津若松市の市政120周年記
念式典に際して功労者表彰を受けました。
　会津若松市の観光大使でもある興梠会長は後日届けら
れた表彰状を手にし、「熊本地震で被害を受けた佐川官
兵衛の碑もお陰さまで再建され、碑前祭を毎年行ってい
る。会津若松市と南阿蘇村の双方が佐川官兵衛を縁とし
て絆を深め、復興につなげていければと思います」と話
されました。

佐川官兵衛を縁として
会津若松市から功労者表彰（興梠二雄さん 吉田一）

表彰状を手にする熊本佐川官兵衛顕彰会の興梠二雄会長　南阿蘇村民剣道大会（主催：剣友会　後援：村、村体
育協会、村教育委員会）が、白水体育館で開催されました。
　当日は選手・指導者など約100人が参加。選手たちは
日頃から稽古に打ち込んできた成果をそれぞれ出し切り
ました。
　小学校の部の優勝者は以下のとおりです。
1・2年生の部　今村　麻織里さん（第七駐在）
3年生の部　松岡　元稀さん（一関二）
4年生の部　上野　和貴さん（一関一）
5年生の部　本田　悠真さん（両併一）
6年生の部　安達　健真さん（中松三）

稽古の成果を出し切って
南阿蘇村民剣道大会

1
26

左から、小学校1・2、3、4、5、6年生の部の優勝者

　更生保護の歴史が70周年を迎えたことを記念して作
成された冊子「更生保護のあゆみ」を、阿蘇地区保護司
会南部分会の渡邉吉保分会長が村へ寄贈しました。冊子
は、犯罪や非行の予防や更生を支援する保護司や更生保
護についての資料がまとめられたもの。
　編さんに携わった渡邉会長は、「更生保護は、自治体
や地域の皆さんとの協力連携をうまく図っていくことが
重要です。今後も皆さんのご理解とご協力をお願いしま
すとともに、社会貢献のために尽力していきたい」と述
べられました。

心技体を高め合う
第4回阿蘇郡市小・中学校剣道錬成大会

2
11

保護司の歴史を編さん
更生保護70周年記念冊子を寄贈（渡邉吉保さん・中松二）

2
10

記念冊子の編さんを手掛けた渡邉吉保分会長

　「第4回阿蘇郡市小・中学校剣道錬成大会」（主催：阿蘇
郡市剣道連盟）が白水体育館で開催されました。
　当日は阿蘇郡市町村内から121人の小・中学生が選手
として参加。
　それぞれの道場で稽古に打ち込んできた剣士たちが、
個人戦・団体戦で気迫のこもった試合を繰り広げました。
　村内から大会に出場した小・中学生たちも優秀な成績
をおさめ、表彰を受けました。

村内から参加した選手たち

村
民
み
ん
な
で「
ハ
ー
ト
が
た
く
さ
ん

の
村
」を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　 

総
務
課 

人
権
政
策
係

　
前
号
に
引
き
続
き
、
５
つ
の
分
類
の

う
ち
、
残
り
２
つ
の
分
類
を
掲
載
し
ま

す
。

•
性
的
虐
待

　
高
齢
者
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る

こ
と
、
ま
た
は
、
高
齢
者
に
わ
い
せ
つ

な
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
。

（
例
）

　
排
泄
の
失
敗
に
対
し
て
懲
罰
的
に
下

半
身
を
裸
に
し
て
放
置
す
る
。

　
キ
ス
・
性
器
へ
の
接
触
、
セ
ッ
ク
ス

を
強
要
す
る
な
ど
。

•
経
済
的
虐
待

　
養
護
者
ま
た
は
高
齢
者
の
親
族
が
、

当
該
高
齢
者
の
財
産
を
不
当
に
処
分
す

る
こ
と
、
そ
の
他
当
該
高
齢
者
か
ら
不

当
に
財
産
上
の
利
益
を
得
る
こ
と
。

（
例
）

　
日
常
生
活
に
必
要
な
金
銭
を
渡
さ
な

い
、
使
わ
せ
な
い
。

　
本
人
の
自
宅
な
ど
を
本
人
に
無
断
で

売
却
す
る
。

　
年
金
や
預
貯
金
を
本
人
に
無
断
で
使

用
す
る
。

○
高
齢
者
虐
待
へ
の
気
づ
き

　
介
護
を
し
て
い
る
家
族
な
ど
高
齢
者

の
身
近
な
人
が
、
虐
待
を
起
し
や
す
い

傾
向
に
あ
り
、
虐
待
を
し
て
い
る
本
人

が
虐
待
を
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
な

い
場
合
も
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者

自
身
も
、
虐
待
を
し
て
い
る
人
を
か

ば
っ
た
り
、
知
ら
れ
た
く
な
い
な
ど
の

思
い
が
あ
る
た
め
に
発
見
し
に
く
い
場

合
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
高
齢
者
に
関
わ
る

身
近
な
人
が
、
虐
待
を
疑
わ
せ
る「
サ

イ
ン
」を
見
逃
さ
ず
、
い
ち
早
く
気
づ

き
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
専
門
機
関
へ
の
通
報

　
高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
高
齢
者

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
高
齢
者
を

発
見
し
た
人
は
、
速
や
か
に
通
報
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

（
法
第
７
条
）。

　
虐
待
が
疑
わ
れ
る
事
例
に
接
し
て
も
、

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
り
、
深

く
関
わ
り
た
く
な
い
と
思
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
高
齢
者
も
、
他
人
に
知
ら
れ

る
こ
と
を
嫌
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

事
態
の
深
刻
さ
を
考
え
、
ま
ず
は
一
人

で
悩
ま
ず
相
談
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
相
談
を
受
け
た
機
関
は
絶
対
に
秘
密

を
守
り
ま
す
。 

　
気
に
な
る
サ
イ
ン
が
み
ら
れ
る
場
合

は
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
、
次
の
専
門

機
関
に
相
談
す
る
こ
と
が
重
要
で
す

（
代
表
的
な
機
関
を
記
載
し
ま
す
）。

　•
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
お
近
く
の
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す（
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
役

場
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
）。

•
民
生
委
員

　
民
生
委
員
は
、
行
政
区
ご
と
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　•
介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）

　
　
　

　
相
談
を
受
け
た
専
門
機
関
は
、
他
の

専
門
機
関
や
村
と
共
同
し
て
対
応
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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No.167

ハートがたくさんの村づくりハートがたくさんの村づくり
差別のない、人への思いやりを大切にする、

明るい南阿蘇村をつくりましょう。

人権とはなんですか?

　人権とは「すべての人々が生命と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」
あるいは「人間が人間らしく生きる権利で、生まれながらに持っている権利」であって、
だれにとっても大切なもの、日常の思いやりの心によって守られなければならない
ものです。今回も、「高齢者虐待防止法」についてお伝えします。

Hot News 南 阿 蘇 村 の 話 題

　西南戦争時に本村黒川地区で戦死した会津藩士の佐川
官兵衛を顕彰している熊本佐川官兵衛顕彰会の興梠二雄
会長（吉田一）が、福島県会津若松市の市政120周年記
念式典に際して功労者表彰を受けました。
　会津若松市の観光大使でもある興梠会長は後日届けら
れた表彰状を手にし、「熊本地震で被害を受けた佐川官
兵衛の碑もお陰さまで再建され、碑前祭を毎年行ってい
る。会津若松市と南阿蘇村の双方が佐川官兵衛を縁とし
て絆を深め、復興につなげていければと思います」と話
されました。

佐川官兵衛を縁として
会津若松市から功労者表彰（興梠二雄さん 吉田一）

表彰状を手にする熊本佐川官兵衛顕彰会の興梠二雄会長　南阿蘇村民剣道大会（主催：剣友会　後援：村、村体
育協会、村教育委員会）が、白水体育館で開催されました。
　当日は選手・指導者など約100人が参加。選手たちは
日頃から稽古に打ち込んできた成果をそれぞれ出し切り
ました。
　小学校の部の優勝者は以下のとおりです。
1・2年生の部　今村　麻織里さん（第七駐在）
3年生の部　松岡　元稀さん（一関二）
4年生の部　上野　和貴さん（一関一）
5年生の部　本田　悠真さん（両併一）
6年生の部　安達　健真さん（中松三）

稽古の成果を出し切って
南阿蘇村民剣道大会

1
26

左から、小学校1・2、3、4、5、6年生の部の優勝者

　更生保護の歴史が70周年を迎えたことを記念して作
成された冊子「更生保護のあゆみ」を、阿蘇地区保護司
会南部分会の渡邉吉保分会長が村へ寄贈しました。冊子
は、犯罪や非行の予防や更生を支援する保護司や更生保
護についての資料がまとめられたもの。
　編さんに携わった渡邉会長は、「更生保護は、自治体
や地域の皆さんとの協力連携をうまく図っていくことが
重要です。今後も皆さんのご理解とご協力をお願いしま
すとともに、社会貢献のために尽力していきたい」と述
べられました。

心技体を高め合う
第4回阿蘇郡市小・中学校剣道錬成大会

2
11

保護司の歴史を編さん
更生保護70周年記念冊子を寄贈（渡邉吉保さん・中松二）

2
10

記念冊子の編さんを手掛けた渡邉吉保分会長

　「第4回阿蘇郡市小・中学校剣道錬成大会」（主催：阿蘇
郡市剣道連盟）が白水体育館で開催されました。
　当日は阿蘇郡市町村内から121人の小・中学生が選手
として参加。
　それぞれの道場で稽古に打ち込んできた剣士たちが、
個人戦・団体戦で気迫のこもった試合を繰り広げました。
　村内から大会に出場した小・中学生たちも優秀な成績
をおさめ、表彰を受けました。

村内から参加した選手たち

村
民
み
ん
な
で「
ハ
ー
ト
が
た
く
さ
ん

の
村
」を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　 

総
務
課 

人
権
政
策
係

　
前
号
に
引
き
続
き
、
５
つ
の
分
類
の

う
ち
、
残
り
２
つ
の
分
類
を
掲
載
し
ま

す
。

•
性
的
虐
待

　
高
齢
者
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る

こ
と
、
ま
た
は
、
高
齢
者
に
わ
い
せ
つ

な
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
。

（
例
）

　
排
泄
の
失
敗
に
対
し
て
懲
罰
的
に
下

半
身
を
裸
に
し
て
放
置
す
る
。

　
キ
ス
・
性
器
へ
の
接
触
、
セ
ッ
ク
ス

を
強
要
す
る
な
ど
。

•
経
済
的
虐
待

　
養
護
者
ま
た
は
高
齢
者
の
親
族
が
、

当
該
高
齢
者
の
財
産
を
不
当
に
処
分
す

る
こ
と
、
そ
の
他
当
該
高
齢
者
か
ら
不

当
に
財
産
上
の
利
益
を
得
る
こ
と
。

（
例
）

　
日
常
生
活
に
必
要
な
金
銭
を
渡
さ
な

い
、
使
わ
せ
な
い
。

　
本
人
の
自
宅
な
ど
を
本
人
に
無
断
で

売
却
す
る
。

　
年
金
や
預
貯
金
を
本
人
に
無
断
で
使

用
す
る
。

○
高
齢
者
虐
待
へ
の
気
づ
き

　
介
護
を
し
て
い
る
家
族
な
ど
高
齢
者

の
身
近
な
人
が
、
虐
待
を
起
し
や
す
い

傾
向
に
あ
り
、
虐
待
を
し
て
い
る
本
人

が
虐
待
を
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
な

い
場
合
も
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者

自
身
も
、
虐
待
を
し
て
い
る
人
を
か

ば
っ
た
り
、
知
ら
れ
た
く
な
い
な
ど
の

思
い
が
あ
る
た
め
に
発
見
し
に
く
い
場

合
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
高
齢
者
に
関
わ
る

身
近
な
人
が
、
虐
待
を
疑
わ
せ
る「
サ

イ
ン
」を
見
逃
さ
ず
、
い
ち
早
く
気
づ

き
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
専
門
機
関
へ
の
通
報

　
高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
高
齢
者

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
高
齢
者
を

発
見
し
た
人
は
、
速
や
か
に
通
報
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

（
法
第
７
条
）。

　
虐
待
が
疑
わ
れ
る
事
例
に
接
し
て
も
、

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
り
、
深

く
関
わ
り
た
く
な
い
と
思
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
高
齢
者
も
、
他
人
に
知
ら
れ

る
こ
と
を
嫌
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

事
態
の
深
刻
さ
を
考
え
、
ま
ず
は
一
人

で
悩
ま
ず
相
談
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
相
談
を
受
け
た
機
関
は
絶
対
に
秘
密

を
守
り
ま
す
。 

　
気
に
な
る
サ
イ
ン
が
み
ら
れ
る
場
合

は
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
、
次
の
専
門

機
関
に
相
談
す
る
こ
と
が
重
要
で
す

（
代
表
的
な
機
関
を
記
載
し
ま
す
）。

　•
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
お
近
く
の
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す（
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
役

場
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
）。

•
民
生
委
員

　
民
生
委
員
は
、
行
政
区
ご
と
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　•
介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）

　
　
　

　
相
談
を
受
け
た
専
門
機
関
は
、
他
の

専
門
機
関
や
村
と
共
同
し
て
対
応
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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　これまで工場生産設備のメンテナンスや設計、自動化に向けてのシステ
ム検討など機械技術関係の仕事に携わっていました。
　雄大な景色を持つ南阿蘇村が
熊本地震で被災し心を痛めてい

ましたが、自分にもなにか南阿蘇村の復興と発展に力を注げるのではな
いか、と思い移住を決意しました。
　前職の関係でタイに住んでいましたので、タイをはじめ海外から訪れ
る人たちに美しい風景や村の魅力をお伝えしていけるよう、人とのつな
がりを大切に築いていきたいです。
　今後の目標はアットホームな宿泊施設を作り、素晴らしい満天の星た
ちを堪能していただくことを目指していきたいと思います。

vol.29南阿蘇村

新しい協力隊員が入りました！

令
和
2
年
度
阿
蘇
圏
域

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
ご
案
内

　
令
和
2
年
度
阿
蘇
圏
域
手
話
奉
仕
員
養
成

（
研
修
）講
座
を
左
記
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま

す
。

　
手
話
奉
仕
員
と
は
、
手
話
を
身
に
付
け
、
社

会
生
活
な
ど
に
お
い
て
、
手
話
を
必
要
と
す
る

聞
こ
え
な
い
人
・
聞
こ
え
に
く
い
人
と
手
話
が

わ
か
ら
な
い
聞
こ
え
る
人
と
の
意
思
疎
通
を
支

援
す
る
役
割
を
果
た
す
人
で
す
。

■
日
程

【
入
門
課
程
】

　
令
和
２
年
４
月
10
日
〜
８
月
14
日

【
基
礎
課
程
】

　
令
和
２
年
９
月
４
日
〜

　
令
和
３
年
３
月
26
日

※
基
礎
課
程
は
入
門
課
程
を
修
了
し
た
方
に
限

り
ま
す
。
初
心
者
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
時
間

　
毎
週
金
曜
日
、
午
後
７
時
〜
午
後
９
時
ま
で

の
２
時
間

■
会
場

　
西
原
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
山
河
の
館

　（
阿
蘇
郡
西
原
村
大
字
小
森
３
２
５
６
）

■
電
話
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
０
９
６（
２
７
９
）４
４
２
５

■
申
込
方
法

　
令
和
２
年
４
月
10
日
か
ら
会
場
で
受
け
付
け

ま
す
。
た
だ
し
、
５
月
８
日
を
以
て
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
受
講
資
格

　
手
話
奉
仕
員
の
業
務
上
、
高
等
学
校
卒
業
以

上
の
学
力
を
有
し
た
者
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
令
和
３
年
３
月
高
等
学
校
卒
業
の

見
込
み
が
あ
る
方
は
受
け
付
け
ま
す
。

■
受
講
料

　
受
講
料
は
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
料
３
、

３
０
０
円
・
副
教
本
と
し
て
日
本
聴
力
障
害
新

聞
４
、
３
０
０
円
、
計
７
、
６
０
０
円
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

一
般
財
団
法
人
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会

（
熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６
丁
目
９
‐
４
）

℡
０
９
６（
３
８
３
）５
５
８
７

　
０
９
６（
３
８
４
）５
９
３
７

FAX

•
被
保
険
対
象
者
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
料
の
被
保
険
者
は
、
65
歳
以
上

の
人（
第
1
号
被
保
険
者
）と
、
40
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の
医
療
保
険
加
入
者（
第
2
号
被

保
険
者
）に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

•
資
格
取
得
に
つ
い
て

　
40
歳
に
な
る
と
自
動
的
に
資
格
を
取
得
し
、

65
歳
に
な
る
と
き
に
自
動
的
に
第
1
号
被
保

険
者
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

•
保
険
料
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て

○
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
の
第
2
号

保
険
料

　
健
康
保
険
の
保
険
料
と
一
体
的
に
徴
収
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
介
護
保
険
料
は
、
医
療
保
険
料
と

同
様
に
、
原
則
、
被
保
険
者
と
事
業
主
で
2

分
の
1
ず
つ
負
担
し
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
の
第

２
号
保
険
料

　
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
と
一
体
的
に
徴

収
さ
れ
ま
す
。

•
受
給
要
件

　
要
介
護（
要
支
援
）状
態
が
、
老
化
に
よ

る
疾
病（
※
特
定
疾
病
）に
よ
る
場
合
に
限

定※
特
定
疾
病
と
は
…
が
ん（
末
期
）、
関
節
リ

ウ
マ
チ
、
初
老
期
に
お
け
る
認
知
症
な
ど

16
の
疾
病（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

【
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
仕
方
】

（
第
１
号
・
第
２
号
被
保
険
者
共
通
）

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
要
介

護
・
要
支
援
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
具
体
的
な
手
続
き
の
流
れ
は
、
以
下

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
申
請
す
る（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

て
ご
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
）

②
要
介
護
認
定
の
調
査
、
判
定

〈
調
査
〉

　
　
認
定
調
査
員
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
心

身
の
状
況
に
つ
い
て
本
人
や
ご
家
族
か
ら

聞
き
取
り
な
ど
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
か
か
り
つ
け
医
に
村
か
ら
依
頼
し
て
、

主
治
医
意
見
書
を
作
成
し
て
も
ら
い
ま
す
。

〈
判
定
〉

　
　
認
定
調
査
の
結
果
と
主
治
医
意
見
書
を

も
と
に
、
保
険
、
福
祉
、
医
療
の
学
識
経

験
者
に
よ
る「
介
護
認
定
審
査
会
」で
審

査
し
、
ど
の
く
ら
い
の
介
護
が
必
要
か
判

定
し
ま
す
。

　
　
な
お
、
第
２
号
被
保
険
者
の
人
は
、
要

介
護
・
要
支
援
の
認
定
状
態
に
該
当
し
、

そ
の
状
態
が「
特
定
疾
病
」に
よ
っ
て
生

じ
た
場
合
に
認
定
さ
れ
ま
す
。

③
認
定
結
果
の
通
知（
原
則
と
し
て
30
日
以

内
に
通
知
さ
れ
ま
す
）

④
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

　
○
要
介
護
1
〜
5
と
認
定
さ
れ
た
人

　
　
在
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場

合
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
と
契
約
し
、

そ
の
事
業
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
依

頼
し
て
、
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
決
め
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）を

作
成
し
て
も
ら
い
ま
す
。
施
設
へ
入
所
を

希
望
す
る
場
合
は
、
希
望
す
る
施
設
に
申

し
込
み
ま
す
。

　
○
要
支
援
１
・
２
と
認
定
さ
れ
た
人

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
担
当
職
員

が
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

⑤
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

　
　
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に「
介
護
保
険
被
保

険
者
証
」と「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」を

提
示
し
て
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
居

宅
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

ま
す
。
65
歳
以
上
の
第
1
号
被
保
険
者
の

負
担
割
合
は
、
所
得
に
よ
り
1
〜
3
割
と

な
り
、
第
2
号
被
保
険
者
は
、
所
得
に
か

か
わ
ら
ず
1
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
南
阿
蘇
村
第
8
期
介
護
保
険
事
業
計

画（
令
和
3
年
度
〜
5
年
度
）の
策
定

に
向
け
て
、
2
月
に
65
歳
以
上
の
人
を

対
象
と
し
て
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
ま
す
。

介
護
保
険
に
対
す
る
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

意
見
や
現
状
を
反
映
し
、
よ
り
良
い
事

業
計
画
と
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
で

す
。
無
作
為
抽
出
さ
れ
た
１
，
０
０
０

人
に
調
査
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お

手
元
に
届
い
た
人
は
ご
記
入
の
上
、
同

封
す
る
返
信
用
封
筒
で
期
限
ま
で
に
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
面
倒
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
行
、
介
護
離
職
問
題
な
ど
を

背
景
に
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
２
０
０
０
年
に

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　〈
40
歳
に
な
ら
れ
た
人
へ
〉

〈
問
い
合
わ
せ
〉　
健
康
推
進
課
　
介
護
保
険
係
　
℡(

６
７)

２
７
０
４

第
8
期
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
に
伴
う
ニ
ー
ズ
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

名前：田内　秀樹（たうち　ひでき）
出身：熊本市
担当業務：地域経営組織推進プロジェクト
趣味：旅行　　特技：星空をずっと眺めていられる
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　これまで工場生産設備のメンテナンスや設計、自動化に向けてのシステ
ム検討など機械技術関係の仕事に携わっていました。
　雄大な景色を持つ南阿蘇村が
熊本地震で被災し心を痛めてい

ましたが、自分にもなにか南阿蘇村の復興と発展に力を注げるのではな
いか、と思い移住を決意しました。
　前職の関係でタイに住んでいましたので、タイをはじめ海外から訪れ
る人たちに美しい風景や村の魅力をお伝えしていけるよう、人とのつな
がりを大切に築いていきたいです。
　今後の目標はアットホームな宿泊施設を作り、素晴らしい満天の星た
ちを堪能していただくことを目指していきたいと思います。

vol.29南阿蘇村

新しい協力隊員が入りました！

令
和
2
年
度
阿
蘇
圏
域

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
ご
案
内

　
令
和
2
年
度
阿
蘇
圏
域
手
話
奉
仕
員
養
成

（
研
修
）講
座
を
左
記
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま

す
。

　
手
話
奉
仕
員
と
は
、
手
話
を
身
に
付
け
、
社

会
生
活
な
ど
に
お
い
て
、
手
話
を
必
要
と
す
る

聞
こ
え
な
い
人
・
聞
こ
え
に
く
い
人
と
手
話
が

わ
か
ら
な
い
聞
こ
え
る
人
と
の
意
思
疎
通
を
支

援
す
る
役
割
を
果
た
す
人
で
す
。

■
日
程

【
入
門
課
程
】

　
令
和
２
年
４
月
10
日
〜
８
月
14
日

【
基
礎
課
程
】

　
令
和
２
年
９
月
４
日
〜

　
令
和
３
年
３
月
26
日

※
基
礎
課
程
は
入
門
課
程
を
修
了
し
た
方
に
限

り
ま
す
。
初
心
者
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
時
間

　
毎
週
金
曜
日
、
午
後
７
時
〜
午
後
９
時
ま
で

の
２
時
間

■
会
場

　
西
原
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
山
河
の
館

　（
阿
蘇
郡
西
原
村
大
字
小
森
３
２
５
６
）

■
電
話
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
０
９
６（
２
７
９
）４
４
２
５

■
申
込
方
法

　
令
和
２
年
４
月
10
日
か
ら
会
場
で
受
け
付
け

ま
す
。
た
だ
し
、
５
月
８
日
を
以
て
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
受
講
資
格

　
手
話
奉
仕
員
の
業
務
上
、
高
等
学
校
卒
業
以

上
の
学
力
を
有
し
た
者
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
令
和
３
年
３
月
高
等
学
校
卒
業
の

見
込
み
が
あ
る
方
は
受
け
付
け
ま
す
。

■
受
講
料

　
受
講
料
は
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
料
３
、

３
０
０
円
・
副
教
本
と
し
て
日
本
聴
力
障
害
新

聞
４
、
３
０
０
円
、
計
７
、
６
０
０
円
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

一
般
財
団
法
人
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会

（
熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６
丁
目
９
‐
４
）

℡
０
９
６（
３
８
３
）５
５
８
７

　
０
９
６（
３
８
４
）５
９
３
７

FAX

•
被
保
険
対
象
者
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
料
の
被
保
険
者
は
、
65
歳
以
上

の
人（
第
1
号
被
保
険
者
）と
、
40
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の
医
療
保
険
加
入
者（
第
2
号
被

保
険
者
）に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

•
資
格
取
得
に
つ
い
て

　
40
歳
に
な
る
と
自
動
的
に
資
格
を
取
得
し
、

65
歳
に
な
る
と
き
に
自
動
的
に
第
1
号
被
保

険
者
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

•
保
険
料
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て

○
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
の
第
2
号

保
険
料

　
健
康
保
険
の
保
険
料
と
一
体
的
に
徴
収
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
介
護
保
険
料
は
、
医
療
保
険
料
と

同
様
に
、
原
則
、
被
保
険
者
と
事
業
主
で
2

分
の
1
ず
つ
負
担
し
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
の
第

２
号
保
険
料

　
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
と
一
体
的
に
徴

収
さ
れ
ま
す
。

•
受
給
要
件

　
要
介
護（
要
支
援
）状
態
が
、
老
化
に
よ

る
疾
病（
※
特
定
疾
病
）に
よ
る
場
合
に
限

定※
特
定
疾
病
と
は
…
が
ん（
末
期
）、
関
節
リ

ウ
マ
チ
、
初
老
期
に
お
け
る
認
知
症
な
ど

16
の
疾
病（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

【
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
仕
方
】

（
第
１
号
・
第
２
号
被
保
険
者
共
通
）

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
要
介

護
・
要
支
援
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
具
体
的
な
手
続
き
の
流
れ
は
、
以
下

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
申
請
す
る（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

て
ご
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
）

②
要
介
護
認
定
の
調
査
、
判
定

〈
調
査
〉

　
　
認
定
調
査
員
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
心

身
の
状
況
に
つ
い
て
本
人
や
ご
家
族
か
ら

聞
き
取
り
な
ど
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
か
か
り
つ
け
医
に
村
か
ら
依
頼
し
て
、

主
治
医
意
見
書
を
作
成
し
て
も
ら
い
ま
す
。

〈
判
定
〉

　
　
認
定
調
査
の
結
果
と
主
治
医
意
見
書
を

も
と
に
、
保
険
、
福
祉
、
医
療
の
学
識
経

験
者
に
よ
る「
介
護
認
定
審
査
会
」で
審

査
し
、
ど
の
く
ら
い
の
介
護
が
必
要
か
判

定
し
ま
す
。

　
　
な
お
、
第
２
号
被
保
険
者
の
人
は
、
要

介
護
・
要
支
援
の
認
定
状
態
に
該
当
し
、

そ
の
状
態
が「
特
定
疾
病
」に
よ
っ
て
生

じ
た
場
合
に
認
定
さ
れ
ま
す
。

③
認
定
結
果
の
通
知（
原
則
と
し
て
30
日
以

内
に
通
知
さ
れ
ま
す
）

④
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

　
○
要
介
護
1
〜
5
と
認
定
さ
れ
た
人

　
　
在
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場

合
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
と
契
約
し
、

そ
の
事
業
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
依

頼
し
て
、
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
決
め
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）を

作
成
し
て
も
ら
い
ま
す
。
施
設
へ
入
所
を

希
望
す
る
場
合
は
、
希
望
す
る
施
設
に
申

し
込
み
ま
す
。

　
○
要
支
援
１
・
２
と
認
定
さ
れ
た
人

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
担
当
職
員

が
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

⑤
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

　
　
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に「
介
護
保
険
被
保

険
者
証
」と「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」を

提
示
し
て
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
居

宅
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

ま
す
。
65
歳
以
上
の
第
1
号
被
保
険
者
の

負
担
割
合
は
、
所
得
に
よ
り
1
〜
3
割
と

な
り
、
第
2
号
被
保
険
者
は
、
所
得
に
か

か
わ
ら
ず
1
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
南
阿
蘇
村
第
8
期
介
護
保
険
事
業
計

画（
令
和
3
年
度
〜
5
年
度
）の
策
定

に
向
け
て
、
2
月
に
65
歳
以
上
の
人
を

対
象
と
し
て
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
ま
す
。

介
護
保
険
に
対
す
る
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

意
見
や
現
状
を
反
映
し
、
よ
り
良
い
事

業
計
画
と
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
で

す
。
無
作
為
抽
出
さ
れ
た
１
，
０
０
０

人
に
調
査
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お

手
元
に
届
い
た
人
は
ご
記
入
の
上
、
同

封
す
る
返
信
用
封
筒
で
期
限
ま
で
に
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
面
倒
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
行
、
介
護
離
職
問
題
な
ど
を

背
景
に
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
２
０
０
０
年
に

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　〈
40
歳
に
な
ら
れ
た
人
へ
〉

〈
問
い
合
わ
せ
〉　
健
康
推
進
課
　
介
護
保
険
係
　
℡(

６
７)

２
７
０
４

第
8
期
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
に
伴
う
ニ
ー
ズ
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

名前：田内　秀樹（たうち　ひでき）
出身：熊本市
担当業務：地域経営組織推進プロジェクト
趣味：旅行　　特技：星空をずっと眺めていられる
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南阿蘇村商工会

〈問い合わせ〉 高森警察署　℡（62）0110

相談受付　平日午前8時30分～午後5時15分
（年末年始の休みを除く。）

※メールでの相談の場合、内容や休日等により返信が遅くなることがあります。

南阿蘇消費者相談室
℡（67）2244

相談日　火曜・木曜日
午前10時～午後３時

旧久木野庁舎
※巡回相談日を除く

高森町消費者相談室
℡0967（62）1111

相談日　月曜・水曜・金曜日
午前９時～午後４時

【お問い合わせ】

Vol.83

　
今
回
は
、
令
和
元
年
度
の
南
阿
蘇
の
相

談
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
相
談

件
数
自
体
は
、
減
少
傾
向
に
あ
り
、
2
月

現
在
で
12
件
ほ
ど
で
す
。

　
た
だ
し
、
相
談
内
容
に
関
し
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
高
齢

者
の
方
の
相
談
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、

若
い
方
か
ら
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、①
フ
リ
ー
ゲ
ー
ム
の
動
画
配

信
の
ト
ラ
ブ
ル
や
、②
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

の
広
告
を
見
て
、
サ
イ
ト
を
見
つ
け
て
か

ら
の
家
具
購
入
ト
ラ
ブ
ル
、③
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
、
為
替
売
買
の
動
画
に
興
味

を
持
ち
、
高
額
な
情
報
商
材
の
購
入
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
、始
ま
り
は
、す
べ
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
世
界
で
す
。

　
こ
の
話
に
ピ
ン
と
来
な
か
っ
た
方
は
、

大
丈
夫
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
接
点

が
な
い
方
が
、
今
は
一
番
安
全
な
消
費
者

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と
、
言
葉

の
端
々
を
知
っ
て
い
る
く
ら
い
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
初
心
者
の
方
が
、
実
は
一
番

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
せ
る
と
、

便
利
で
新
し
い
世
界
が
広
が
り
ま
す
が
、

一
方
で
、
不
確
か
で
怪
し
い
情
報
も
氾
濫

し
て
い
ま
す
。
正
し
い
情
報
を
見
極
め
る

こ
と
が
、
肝
心
か
な
め
で
す
ね
。

　
南
阿
蘇
消
費
者
相
談
室
で
は
高
齢
者
向

け
の
啓
発
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
直
接
、
高
齢
者
の
方
と
お
話
し
し
て
ま

す
と
、
相
談
件
数
に
表
れ
て
い
な
い
隠
れ

た
相
談
の
数
々
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
し

つ
こ
い
電
話
勧
誘
販
売
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
し
、
送
り
付
け
商
法
も
ど
き
の
電
話
も

か
か
っ
て
い
ま
す
。
訪
問
販
売
で
置
き
薬

の
会
社
3
社
と
契
約
し
て
い
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
相
談
さ

れ
な
い
だ
け
な
ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り

ま
し
た
。
今
後
の
課
題
は
、
埋
も
れ
た
お

困
り
ご
と
の
掘
り
起
こ
し
で
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
啓
発
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ど
う
か
、
困
っ
た
時
は
、
南
阿
蘇
消
費

者
相
談
室
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
お
力
に

な
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

少年の非行・犯罪被害
防止

　スマホの約束六か条
あ　会わないで！（知らない人と）
と　撮らないで！（自分の裸を）
が　画像を送らないで！
こ　個人情報を載せないで！
わ　悪口を書き込まないで！
い　いじめないで！（ネットを使って）

　
去
る
１
月
24
日
、
ア
ー
デ
ン
ホ
テ

ル
阿
蘇
に
て
、
令
和
最
初
と
な
る
村

商
工
会
の
新
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
会
員
、
来
賓
を
含
め
57
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
よ
り
丸
野
会
長
よ
り
挨
拶
が

あ
り
、
ご
来
賓
の
吉
良
村
長
、
荒
牧

議
長
、
肥
後
銀
行
高
森
支
店
の
垣
田

支
店
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
年
の
新
年
会
は
3
部
構
成
で
の

進
行
と
な
り
、
初
め
て
の
試
み
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
ず
第
1
部
で
は
、
村
商
工
会
女

性
部（
２
人
）に
よ
る
祝
太
鼓
が
披
露

さ
れ
、
和
や
か
な
ム
ー
ド
で
祝
宴
が

ス
タ
ー
ト
し
、
第
２
部
で
は
、
村
商

工
会
女
性
部（
10
人
）に
よ
る
、
南
阿

蘇
音
頭「
な
ん
ご
う
の
唄
」が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
第
３
部
で
は
村
の
特
産

品
詰
め
合
わ
せ
や
赤
牛
ス
テ
ー
キ
の

ペ
ア
セ
ッ
ト
な
ど
豪
華
賞
品
が
当
た

る「
お
楽
し
み
抽
選
会
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
村
商
工
会
女
性
部
の
協
力
も
あ
り
、

過
去
に
な
い
盛
り
上
が
り
と
な
っ
た

今
回
の
新
年
会
。
ご
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
部
分
署

な
ん
で
も 

〈問い合わせ〉 阿蘇広域行政事務組合 消防本部 南部分署　TEL（62）9034　火事・救急 119

ガ
ソ
リ
ン（
混
合
油
を
含
む
）を
携
行
缶
で

購
入
す
る
と
き
は
、
本
人
確
認
と
使
用
目

的
の
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
し
た

　
令
和
元
年
７
月
に
発
生
し
た
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ス

タ
ジ
オ
爆
発
火
災（
放
火
）を
受
け
、
同
様
の
事
案
を
抑
止
す
る
た
め
、

令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
お
い
て
ガ
ソ
リ

ン
を
容
器
詰
め
替
え
販
売
す
る
と
き
は
、
顧
客
の
本
人
確
認
、
使
用

目
的
の
確
認
、販
売
記
録
を
作
成
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
ガ
ソ
リ
ン
を
容
器
で
購
入
す
る
と
き
は
、
本
人

確
認
が
で
き
る
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〈
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
〉※
写
真
付
き
の
証
明
書

•
運
転
免
許
証
　
•
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
　
•
パ
ス
ポ
ー
ト 

な
ど

詳
し
く
は
消
防
本
部
予
防
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
：
０
９
６
７（
３
４
）０
１
１
９

子供のインターネット利用による
犯罪被害を防止しましょう

　肥後っ子サポートセンターでは、
○非行に関わる相談
○家出や夜遊びなどの不良行為の相談
○犯罪被害やいじめなどの相談　等
　を少年自身や保護者から電話や来訪により受け付
けています。
　お気軽にご相談ください。

肥後っ子テレホンで少年相談を
受け付けています

■
令
和
元
年
度
村
商
工
会
新
年
会
が

　
開
催
さ
れ
ま
し
た
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南阿蘇村商工会

〈問い合わせ〉 高森警察署　℡（62）0110

相談受付　平日午前8時30分～午後5時15分
（年末年始の休みを除く。）

※メールでの相談の場合、内容や休日等により返信が遅くなることがあります。

南阿蘇消費者相談室
℡（67）2244

相談日　火曜・木曜日
午前10時～午後３時

旧久木野庁舎
※巡回相談日を除く

高森町消費者相談室
℡0967（62）1111

相談日　月曜・水曜・金曜日
午前９時～午後４時

【お問い合わせ】

Vol.83

　
今
回
は
、
令
和
元
年
度
の
南
阿
蘇
の
相

談
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
相
談

件
数
自
体
は
、
減
少
傾
向
に
あ
り
、
2
月

現
在
で
12
件
ほ
ど
で
す
。

　
た
だ
し
、
相
談
内
容
に
関
し
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
高
齢

者
の
方
の
相
談
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、

若
い
方
か
ら
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、①
フ
リ
ー
ゲ
ー
ム
の
動
画
配

信
の
ト
ラ
ブ
ル
や
、②
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

の
広
告
を
見
て
、
サ
イ
ト
を
見
つ
け
て
か

ら
の
家
具
購
入
ト
ラ
ブ
ル
、③
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
、
為
替
売
買
の
動
画
に
興
味

を
持
ち
、
高
額
な
情
報
商
材
の
購
入
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
、始
ま
り
は
、す
べ
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
世
界
で
す
。

　
こ
の
話
に
ピ
ン
と
来
な
か
っ
た
方
は
、

大
丈
夫
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
接
点

が
な
い
方
が
、
今
は
一
番
安
全
な
消
費
者

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と
、
言
葉

の
端
々
を
知
っ
て
い
る
く
ら
い
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
初
心
者
の
方
が
、
実
は
一
番

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
せ
る
と
、

便
利
で
新
し
い
世
界
が
広
が
り
ま
す
が
、

一
方
で
、
不
確
か
で
怪
し
い
情
報
も
氾
濫

し
て
い
ま
す
。
正
し
い
情
報
を
見
極
め
る

こ
と
が
、
肝
心
か
な
め
で
す
ね
。

　
南
阿
蘇
消
費
者
相
談
室
で
は
高
齢
者
向

け
の
啓
発
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
直
接
、
高
齢
者
の
方
と
お
話
し
し
て
ま

す
と
、
相
談
件
数
に
表
れ
て
い
な
い
隠
れ

た
相
談
の
数
々
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
し

つ
こ
い
電
話
勧
誘
販
売
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
し
、
送
り
付
け
商
法
も
ど
き
の
電
話
も

か
か
っ
て
い
ま
す
。
訪
問
販
売
で
置
き
薬

の
会
社
3
社
と
契
約
し
て
い
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
相
談
さ

れ
な
い
だ
け
な
ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り

ま
し
た
。
今
後
の
課
題
は
、
埋
も
れ
た
お

困
り
ご
と
の
掘
り
起
こ
し
で
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
啓
発
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ど
う
か
、
困
っ
た
時
は
、
南
阿
蘇
消
費

者
相
談
室
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
お
力
に

な
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

少年の非行・犯罪被害
防止

　スマホの約束六か条
あ　会わないで！（知らない人と）
と　撮らないで！（自分の裸を）
が　画像を送らないで！
こ　個人情報を載せないで！
わ　悪口を書き込まないで！
い　いじめないで！（ネットを使って）

　
去
る
１
月
24
日
、
ア
ー
デ
ン
ホ
テ

ル
阿
蘇
に
て
、
令
和
最
初
と
な
る
村

商
工
会
の
新
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
会
員
、
来
賓
を
含
め
57
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
よ
り
丸
野
会
長
よ
り
挨
拶
が

あ
り
、
ご
来
賓
の
吉
良
村
長
、
荒
牧

議
長
、
肥
後
銀
行
高
森
支
店
の
垣
田

支
店
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
年
の
新
年
会
は
3
部
構
成
で
の

進
行
と
な
り
、
初
め
て
の
試
み
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
ず
第
1
部
で
は
、
村
商
工
会
女

性
部（
２
人
）に
よ
る
祝
太
鼓
が
披
露

さ
れ
、
和
や
か
な
ム
ー
ド
で
祝
宴
が

ス
タ
ー
ト
し
、
第
２
部
で
は
、
村
商

工
会
女
性
部（
10
人
）に
よ
る
、
南
阿

蘇
音
頭「
な
ん
ご
う
の
唄
」が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
第
３
部
で
は
村
の
特
産

品
詰
め
合
わ
せ
や
赤
牛
ス
テ
ー
キ
の

ペ
ア
セ
ッ
ト
な
ど
豪
華
賞
品
が
当
た

る「
お
楽
し
み
抽
選
会
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
村
商
工
会
女
性
部
の
協
力
も
あ
り
、

過
去
に
な
い
盛
り
上
が
り
と
な
っ
た

今
回
の
新
年
会
。
ご
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
部
分
署

な
ん
で
も 

〈問い合わせ〉 阿蘇広域行政事務組合 消防本部 南部分署　TEL（62）9034　火事・救急 119

ガ
ソ
リ
ン（
混
合
油
を
含
む
）を
携
行
缶
で

購
入
す
る
と
き
は
、
本
人
確
認
と
使
用
目

的
の
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
し
た

　
令
和
元
年
７
月
に
発
生
し
た
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ス

タ
ジ
オ
爆
発
火
災（
放
火
）を
受
け
、
同
様
の
事
案
を
抑
止
す
る
た
め
、

令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
お
い
て
ガ
ソ
リ

ン
を
容
器
詰
め
替
え
販
売
す
る
と
き
は
、
顧
客
の
本
人
確
認
、
使
用

目
的
の
確
認
、販
売
記
録
を
作
成
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
ガ
ソ
リ
ン
を
容
器
で
購
入
す
る
と
き
は
、
本
人

確
認
が
で
き
る
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〈
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
〉※
写
真
付
き
の
証
明
書

•
運
転
免
許
証
　
•
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
　
•
パ
ス
ポ
ー
ト 

な
ど

詳
し
く
は
消
防
本
部
予
防
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
：
０
９
６
７（
３
４
）０
１
１
９

子供のインターネット利用による
犯罪被害を防止しましょう

　肥後っ子サポートセンターでは、
○非行に関わる相談
○家出や夜遊びなどの不良行為の相談
○犯罪被害やいじめなどの相談　等
　を少年自身や保護者から電話や来訪により受け付
けています。
　お気軽にご相談ください。

肥後っ子テレホンで少年相談を
受け付けています

■
令
和
元
年
度
村
商
工
会
新
年
会
が

　
開
催
さ
れ
ま
し
た
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「広報 みなみあそ」では、団体加盟の作品の他、
村民の皆さんの作品をお待ちしています。俳
句や短歌、イラストなど、どしどしお寄せくだ
さい！

〈提出日〉毎月5日締め切り
〈宛先〉〒869-1404 南阿蘇村大字河陽1705-1
南阿蘇村役場 政策企画課企画係

〈Eメールアドレス〉skikaku@vill.minamiaso.lg.jp
〈お問い合わせ〉政策企画課企画係　TEL（67）2230
※作品を提出される際は、必ず「お名前」「連絡先」を

ご記入ください。
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・骨盤のゆがみ
・脂肪の付きやすい部位
・おすすめのトレーニング
・筋肉の硬さ
・未来体型

測定料金
￥1,050

お問い合わせ：TEL0967-65-5077（長陽歩行浴温泉センター）

3月
限定ボディコンディショナー

がわかります！

世界初の3D姿勢分析、身体バ
ランス測定器です。この機会に
ぜひお試しを！

南阿蘇村
桜さくら植木まつり

南阿蘇村に桜が咲く季節　村内 桜イベント開催

■期間：3月20日（金）～4月12日（日）まで
■場所：一心行公園内
期間中の桜開花情報「さくらインフォメーション」
℡（67）3321（※3月中旬開設）
〈問い合わせ〉
産業観光課　℡（67）1112

南阿蘇村3つの桜物語
スタンプラリー
■期間：3月20日（金）～4月12日（日）まで
4つの会場でスタンプを集めて応募しよう！
抽選でステキな賞品をプレゼント！！
○一心行大桜　　　　○観音桜
○アスペクタ桜公園　○道の駅 あそ望の郷くぎの
〈問い合わせ〉
産業観光課　℡（67）1112

南阿蘇健康
さくらウォーク2020
■日時：3月21日（土）※雨天決行
　　　　受付 午前8時30分～
■場所：あそ望の郷くぎのおよび南阿蘇村一帯
　○観音桜コース（約14㎞） 午前9時30分スタート予定
　○一心行の大桜コース（約7㎞） 午前10時スタート予定
■参加申込：WEB、ハガキ、応募用紙でお申し込みください。
■あて先：〒860-8516 熊本朝日放送
　　　　　「南阿蘇健康さくらウォーク」係
必要事項（希望のコース名、代表者の名前・住所・
電話番号・年齢、参加者全員の名前・年齢）を記入
の上、あて先へご応募ください。
※当日参加も受け付けますが、参加人数によっては
　お断りする場合もありますのでご了承ください。

アスペクタ貞春
桜まつり2020
■日時：3月29日（日）
　　　　午前11時から（ステージイベント）
■場所：熊本県野外劇場アスペクタ一帯
和太鼓やダンスパフォーマンスなどのステージ
イベント、乗馬・セグウェイ・スポーツチャンバ
ラ体験などのフィールドイベントなどが盛りだ
くさん！ 駐車場あり、入場無料です！

〈主催〉アスペクタ貞春桜まつり2020実行委員会
〈問い合わせ〉
熊本県野外劇場アスペクタ
℡（67）1161（午前9時～午後5時　水曜日休館）

〈問い合わせ〉　KABイベント
℡096（359）9051（平日 午前10時～午後5時）

〈問い合わせ〉政策企画課 企画係　℡（67）2230

掲載位置／村ホームページのトップ下
規　　格／縦50ピクセル×横160ピクセル、20キロバイト以内、静止画のみ
掲載料金／月額2,800円～4,000円（※掲載期間により異なります）
募集枠数／毎月10枠以内

　村では、行政資産の有効活用による新たな財源の確保、ならびに地域経済の活性化を図る取組みの一環として、
事業所などから広告を募集します。募集の趣旨をご理解いただいた上で、要項に沿ってお申し込みください。

　インターネット広告の一種です。村のホームページ上に広告の画像を貼り、
広告主のウェブサイトにリンクする方法です。

　詳しい内容は村ホームページ（ http://www.vill.minamiaso.lg.jp/ または
「南阿蘇村」で検索 ）をご覧ください。

ホームページのバナー広告とは

村ホームページのバナー広告を募集します
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「広報 みなみあそ」では、団体加盟の作品の他、
村民の皆さんの作品をお待ちしています。俳
句や短歌、イラストなど、どしどしお寄せくだ
さい！

〈提出日〉毎月5日締め切り
〈宛先〉〒869-1404 南阿蘇村大字河陽1705-1
南阿蘇村役場 政策企画課企画係

〈Eメールアドレス〉skikaku@vill.minamiaso.lg.jp
〈お問い合わせ〉政策企画課企画係　TEL（67）2230
※作品を提出される際は、必ず「お名前」「連絡先」を
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・骨盤のゆがみ
・脂肪の付きやすい部位
・おすすめのトレーニング
・筋肉の硬さ
・未来体型

測定料金
￥1,050

お問い合わせ：TEL0967-65-5077（長陽歩行浴温泉センター）

3月
限定ボディコンディショナー

がわかります！

世界初の3D姿勢分析、身体バ
ランス測定器です。この機会に
ぜひお試しを！

南阿蘇村
桜さくら植木まつり

南阿蘇村に桜が咲く季節　村内 桜イベント開催

■期間：3月20日（金）～4月12日（日）まで
■場所：一心行公園内
期間中の桜開花情報「さくらインフォメーション」
℡（67）3321（※3月中旬開設）
〈問い合わせ〉
産業観光課　℡（67）1112

南阿蘇村3つの桜物語
スタンプラリー
■期間：3月20日（金）～4月12日（日）まで
4つの会場でスタンプを集めて応募しよう！
抽選でステキな賞品をプレゼント！！
○一心行大桜　　　　○観音桜
○アスペクタ桜公園　○道の駅 あそ望の郷くぎの
〈問い合わせ〉
産業観光課　℡（67）1112

南阿蘇健康
さくらウォーク2020
■日時：3月21日（土）※雨天決行
　　　　受付 午前8時30分～
■場所：あそ望の郷くぎのおよび南阿蘇村一帯
　○観音桜コース（約14㎞） 午前9時30分スタート予定
　○一心行の大桜コース（約7㎞） 午前10時スタート予定
■参加申込：WEB、ハガキ、応募用紙でお申し込みください。
■あて先：〒860-8516 熊本朝日放送
　　　　　「南阿蘇健康さくらウォーク」係
必要事項（希望のコース名、代表者の名前・住所・
電話番号・年齢、参加者全員の名前・年齢）を記入
の上、あて先へご応募ください。
※当日参加も受け付けますが、参加人数によっては
　お断りする場合もありますのでご了承ください。

アスペクタ貞春
桜まつり2020
■日時：3月29日（日）
　　　　午前11時から（ステージイベント）
■場所：熊本県野外劇場アスペクタ一帯
和太鼓やダンスパフォーマンスなどのステージ
イベント、乗馬・セグウェイ・スポーツチャンバ
ラ体験などのフィールドイベントなどが盛りだ
くさん！ 駐車場あり、入場無料です！

〈主催〉アスペクタ貞春桜まつり2020実行委員会
〈問い合わせ〉
熊本県野外劇場アスペクタ
℡（67）1161（午前9時～午後5時　水曜日休館）

〈問い合わせ〉　KABイベント
℡096（359）9051（平日 午前10時～午後5時）

〈問い合わせ〉政策企画課 企画係　℡（67）2230

掲載位置／村ホームページのトップ下
規　　格／縦50ピクセル×横160ピクセル、20キロバイト以内、静止画のみ
掲載料金／月額2,800円～4,000円（※掲載期間により異なります）
募集枠数／毎月10枠以内

　村では、行政資産の有効活用による新たな財源の確保、ならびに地域経済の活性化を図る取組みの一環として、
事業所などから広告を募集します。募集の趣旨をご理解いただいた上で、要項に沿ってお申し込みください。

　インターネット広告の一種です。村のホームページ上に広告の画像を貼り、
広告主のウェブサイトにリンクする方法です。

　詳しい内容は村ホームページ（ http://www.vill.minamiaso.lg.jp/ または
「南阿蘇村」で検索 ）をご覧ください。

ホームページのバナー広告とは

村ホームページのバナー広告を募集します
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「山の会」活動維持のため、以下
の取り決めがあります。
⒈駐車スペースの関係で、なる

べく乗り合わせで移動します。
その際の車代は次の通り計算
します。

　距離（1㎞30円）×台数÷人数
　（運転者を含む）燃費は考慮しない。
例久住の長者原まで、12人が3

台に分乗した場合。
　往 復140㎞×30円×3台÷12

人＝1050
　10円未満は切り捨てます。
　車を出される方の負担をなるべ

く軽減するための算出方法です
ので、よろしくお願いします。

⒉資料作成、医療品等の消耗品
購入、備品の補充・修理、及び、
下見に伴う燃料費補助のため、

「山の会」入会費として年間
500円を納める。

　残金は積み立てて、備品の購
入に充てる。尚、年度末に会
員に決算報告をする。

※クラブ南阿蘇入会時に年会費
と一緒に事務局へ納めてくだ
さい。

　2019年度は、阿蘇五岳を中心とした計画でしたが、天候に恵まれず中止が3回ありとても残念でした。
2020年度も引き続き、阿蘇の山を中心にして、初心者向けに、より親しみやすい計画を立てました。また、
予備日も多く設け、なるべく中止にならないように計画し、土日にも参加できるようにしましたので、ご家族、
お友達をお誘いいただき多くのご参加をお待ちしております！
参加申込みと実施の判断は下記のとおりです。
〇安全面の確保のため、登山日の4日前までに、事務局に電話・FAX・メールで申し込んでください。
　※バス利用や宿泊の場合は2週間程度前になります。（別途費用が掛かります）
〇雨マーク中止のルールは従来どおりです。
登山前日の夕方6時のNHKの天気予報で翌日のどこかの時間帯に1つでも雨マークがあれば、中止します。
判断に迷う場合は、山の会代表（矢野：090-5488-1460）に確認してください。

～元気もんウォーク「山の会」2020年度活動計画　参加者大募集！～

4月

日月 登る山 体力 ルート等
初心者向きの山
アケボノツツジと新緑が美しい。
ブナの原生林の中を歩きます。
草千里～西稜線～山頂～東稜線～草千里
山全体がミヤマキリシマでピンクに染ま
ります。
頂上に2代目知藩事、細川護久の善政を称える

「知事の塔」が建つ。
13時からは神楽の定期公演を鑑賞します。
霧立越の入り口。「白岩山石灰岩峰植物群落」
として宮崎県の天然記念物に指定。
希少植物の宝庫です。ショウキランが見頃。

羅漢信仰が栄えた時代に建立。本尊の釈迦仏は
現在江善寺に安置されています。羅漢山は先阿
蘇火山の貴重な堆積層が見られます。
熊本市民に、ふるさとの山として親しまれる山。
帰路は武蔵が「五輪書」を著したとされる霊巌洞
を訪ねます。
紅葉のマゼノ渓谷の散策と、古代のロマンあふれる
押戸岩の丘。なお、予備日は紅葉の具合で実施でき
ない可能性があります。
日本一、3333段の日本一の石段に挑戦。
片道・往復の両方に対応します。
体力を試してみませんか。

身近にありながら、意外と知らないラク
ダ山の魅力。熊野座神社の穿戸岩はどう
してできた？南阿蘇の再発見です。
山頂に天の逆鉾が立つ天孫降臨の山。
美しい山容と霧島温泉で心と体を癒
しましょう。

玉名市と荒尾市の境界に連なる穏やかな山。
照葉樹に囲まれた稜線歩き。有明海の眺望が
すばらしい。帰路は温泉で疲れを癒やします。

諸塚山1,342m
宮崎県諸塚村

23日（土）
予備26日（火）

9日（木）
予備16日（木）

19日（水）
予備日なし

7日（日）
雨天実施

24日（金）
予備27日（月）

5月
烏帽子岳1,337m
阿蘇五岳

6月

7月

荻岳843m
中江岩戸神楽鑑賞 13：00～16：00

白岩山1,620m
宮崎県五ヶ瀬町

8月
小岱山501m
玉名温泉　熊本県玉名市

9月
十六羅漢と羅漢山
江善寺訪問　南阿蘇村

10月
金峰山665mと
宮本武蔵ゆかりの霊巌洞を巡る

8日（日）
予備15日（日）11月

マゼノ渓谷と押戸石の丘
※バス利用

なし

12月
釈迦院の石段
※バス利用　八代市泉町

2日（水）
予備日なし

1月

18日（木）
予備25日（木）

15日（月）
16日（火）

予備日なし

2月
らくだ山と上色見熊野座神社
昼食は田楽の里

3月
高千穂峰1,574m　宿泊
宮崎県高原町
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2020年度 元気もんウオーク「山の会」年度計画

～カワイ体育教室「体育・新体操」新規生徒大募集！～
　見学や体験もできます。まずはお気軽にお越しください。
場　所：白水体育館

日　時：毎週水曜日　＊幼児の部　午後4時30分～5時30分　＊児童の部　午後5時30分～6時30分
月　謝：4,400円／月（年間40回）
対象者：幼児＝年少～年長　　児童＝1～6年　　お申込み、お問合せはクラブ南阿蘇事務局まで。

参加者
募集!

4月より新規プログラムスタート！参加者大募集！　～♪～器楽サークル（仮称）～♪～
　音楽・楽器が好きな方、興味のある方、経験者はもちろん、初心者でも楽譜が読めなくても大歓迎！
一緒にアンサンブルを楽しみませんか♪気軽に楽しめるサークルを始めます！ぜひご参加ください！

場所：長陽中央公民館（和室）　活動日：月1回程度（調整中）　＊興味のある方は事務局までお問合せください。
※お手持ちの楽器をご持参ください。（種類は問いません。何でもOK ！）
※体験からも参加できますので、お気軽にお越しください！お待ちしています♪

参加者
募集!

1

1

2

1

2

1

2
or
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1

2 　令和元年5月よりスタートした当活動も2年目を迎えようとして
います。新年度5月より、また活動開始いたします。まだまだスポー

ツ指導者・各地区サポーターが不足しています。この活動にご賛同頂き、ご協力頂ける方を募
集いたします！ぜひ、村内の子ども達のためにお力をお貸しください！宜しくお願い致します！
目的　全ての児童が家庭の都合に関係なく、さまざまなスポーツ活動や文化活動を楽しむ場所

の確保を主たる目的とします。（体験型の活動）

活動期間：5月連休後～2月末までの9カ月間（3月・4月・8月は活動休止）
活動日時：毎週火・木（週2回）　午後4時半～6時半の範囲で活動
活動場所：白水地区＝白水小学校（中松小・白水小・両併小）
　　　　　久木野地区＝久木野小学校
　　　　　長陽地区＝南阿蘇西小学校
　　　　　＊各体育館、グラウンド（文化活動は各教室など）
参加対象：村内小学4・5・6年生
＊指導者・サポーター手当支給有り
ご協力頂ける方は、クラブ事務局までご連絡をお願い致します！

「放課後きらめきクラブ指導者」・サポーターを
募集いたします！

☆申込期日：新規会員随時受付（年度毎に更新）
☆申込場所：NPO法人クラブ南阿蘇事務局（長陽中央公民館内）
☆申込方法：会員申込書に必要事項を記入し事務局まで会費を添えて提出
　　　　　　（裏面の誓約書・同意書の記入、押印もお忘れなく！）
☆対象者：村内外に関係なく興味のある方はどなたでも参加できます。
　　　　　（但し、未成年の申込みについては、保護者の同意書が必要）
☆その他：プログラムは変更・中止の場合あり　また随時新規追加あり
☆活動費：各プログラムごとに活動費が必要です。（※別途材料費あり）

＊カワイ体育教室（体育・新体操）
＊サッカークラブ（スクール制含む）
＊3B体操教室
＊ウォーキングクラブ
＊元気もんウォーク「山の会」
＊タヒチアンダンス教室
＊フラダンスクラス

＊フラダンスシニア
＊らくらく健康ヨガ教室
＊クノンボール健康体操教室
＊陸上競技クラブ
＊学童軟式野球教室

年会費（保険代1,000円込み）

対象者会員区分 年会費

一般会員 3,000円

18歳以上
（運営・事業の議決権を有する）正会員 3,000円

中学生以下

高校生以上

キッズ・ジュニア 2,000円

同居家族3人まで
（4人目からは1,000円増）

※新規入会時、年度更新時のみ家族割引有り
家族割引

新規入会金 1人500円

5,000円

2020年度「NPO法人クラブ南阿蘇」会員申込要項

クラブの目的や趣旨に賛同し、ご協力頂ける方を募集しています。
プログラム活動・健康支援活動・放課後きらめきクラブなど！
詳しくは、クラブ事務局までお問合せください。

指導者・サポート・協力スタッフも募集しています！

2020年度『NPO法人クラブ南阿蘇』
会員募集いたします！

活動プログラム
スポーツ系プログラム 文化系プログラム

＊童謡唱歌教室 ＊ハーブ教室
＊縫いぬいクラブ ＊油絵教室（一般・親子・放課後）
＊オトナのための英検学習教室
＊中高生英語力アップ教室
＊コントラクトブリッジ ＊本田よろずや講座
＊パソコン教室（特別講座） ＊器楽サークル（仮称）
＊陶芸教室（休止中） ＊囲碁教室（休止中）

児童地区文化・スポーツ活動　「放課後きらめきクラブ」
その他の活動：会員交流会など主催・共催行事、また各支援活動など
※場合により、各プログラムは中止または休止の場合あり　また随時新規追加あり

放課後きらめきクラブロゴマーク
デザイン：中尾和弘

～いつでも どこでも だれでも 参加できます！ひとづくり むらづくり 生きがいづくり～

得意な種目の指
導はもちろんで
すが、総合的な
指導・サポート、
児童の見守りを
お願いします！

12日（土）
予備26日（土）

13日（火）
予備20日（火）
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「山の会」活動維持のため、以下
の取り決めがあります。
⒈駐車スペースの関係で、なる

べく乗り合わせで移動します。
その際の車代は次の通り計算
します。

　距離（1㎞30円）×台数÷人数
　（運転者を含む）燃費は考慮しない。
例久住の長者原まで、12人が3

台に分乗した場合。
　往 復140㎞×30円×3台÷12

人＝1050
　10円未満は切り捨てます。
　車を出される方の負担をなるべ

く軽減するための算出方法です
ので、よろしくお願いします。

⒉資料作成、医療品等の消耗品
購入、備品の補充・修理、及び、
下見に伴う燃料費補助のため、

「山の会」入会費として年間
500円を納める。

　残金は積み立てて、備品の購
入に充てる。尚、年度末に会
員に決算報告をする。

※クラブ南阿蘇入会時に年会費
と一緒に事務局へ納めてくだ
さい。

　2019年度は、阿蘇五岳を中心とした計画でしたが、天候に恵まれず中止が3回ありとても残念でした。
2020年度も引き続き、阿蘇の山を中心にして、初心者向けに、より親しみやすい計画を立てました。また、
予備日も多く設け、なるべく中止にならないように計画し、土日にも参加できるようにしましたので、ご家族、
お友達をお誘いいただき多くのご参加をお待ちしております！
参加申込みと実施の判断は下記のとおりです。
〇安全面の確保のため、登山日の4日前までに、事務局に電話・FAX・メールで申し込んでください。
　※バス利用や宿泊の場合は2週間程度前になります。（別途費用が掛かります）
〇雨マーク中止のルールは従来どおりです。
登山前日の夕方6時のNHKの天気予報で翌日のどこかの時間帯に1つでも雨マークがあれば、中止します。
判断に迷う場合は、山の会代表（矢野：090-5488-1460）に確認してください。

～元気もんウォーク「山の会」2020年度活動計画　参加者大募集！～
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霧立越の入り口。「白岩山石灰岩峰植物群落」
として宮崎県の天然記念物に指定。
希少植物の宝庫です。ショウキランが見頃。

羅漢信仰が栄えた時代に建立。本尊の釈迦仏は
現在江善寺に安置されています。羅漢山は先阿
蘇火山の貴重な堆積層が見られます。
熊本市民に、ふるさとの山として親しまれる山。
帰路は武蔵が「五輪書」を著したとされる霊巌洞
を訪ねます。
紅葉のマゼノ渓谷の散策と、古代のロマンあふれる
押戸岩の丘。なお、予備日は紅葉の具合で実施でき
ない可能性があります。
日本一、3333段の日本一の石段に挑戦。
片道・往復の両方に対応します。
体力を試してみませんか。

身近にありながら、意外と知らないラク
ダ山の魅力。熊野座神社の穿戸岩はどう
してできた？南阿蘇の再発見です。
山頂に天の逆鉾が立つ天孫降臨の山。
美しい山容と霧島温泉で心と体を癒
しましょう。

玉名市と荒尾市の境界に連なる穏やかな山。
照葉樹に囲まれた稜線歩き。有明海の眺望が
すばらしい。帰路は温泉で疲れを癒やします。
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＊サッカークラブ（スクール制含む）
＊3B体操教室
＊ウォーキングクラブ
＊元気もんウォーク「山の会」
＊タヒチアンダンス教室
＊フラダンスクラス

＊フラダンスシニア
＊らくらく健康ヨガ教室
＊クノンボール健康体操教室
＊陸上競技クラブ
＊学童軟式野球教室

年会費（保険代1,000円込み）

対象者会員区分 年会費

一般会員 3,000円

18歳以上
（運営・事業の議決権を有する）正会員 3,000円

中学生以下

高校生以上

キッズ・ジュニア 2,000円

同居家族3人まで
（4人目からは1,000円増）

※新規入会時、年度更新時のみ家族割引有り
家族割引

新規入会金 1人500円

5,000円

2020年度「NPO法人クラブ南阿蘇」会員申込要項

クラブの目的や趣旨に賛同し、ご協力頂ける方を募集しています。
プログラム活動・健康支援活動・放課後きらめきクラブなど！
詳しくは、クラブ事務局までお問合せください。

指導者・サポート・協力スタッフも募集しています！

2020年度『NPO法人クラブ南阿蘇』
会員募集いたします！

活動プログラム
スポーツ系プログラム 文化系プログラム

＊童謡唱歌教室 ＊ハーブ教室
＊縫いぬいクラブ ＊油絵教室（一般・親子・放課後）
＊オトナのための英検学習教室
＊中高生英語力アップ教室
＊コントラクトブリッジ ＊本田よろずや講座
＊パソコン教室（特別講座） ＊器楽サークル（仮称）
＊陶芸教室（休止中） ＊囲碁教室（休止中）

児童地区文化・スポーツ活動　「放課後きらめきクラブ」
その他の活動：会員交流会など主催・共催行事、また各支援活動など
※場合により、各プログラムは中止または休止の場合あり　また随時新規追加あり

放課後きらめきクラブロゴマーク
デザイン：中尾和弘

～いつでも どこでも だれでも 参加できます！ひとづくり むらづくり 生きがいづくり～

得意な種目の指
導はもちろんで
すが、総合的な
指導・サポート、
児童の見守りを
お願いします！

12日（土）
予備26日（土）

13日（火）
予備20日（火）
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くらし
の

くらし
の
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一
般

南阿蘇村子育て支援センター わくわくひろば
℡（67）2125

　子育て支援センター「わくわくひろば」は、乳幼児から就学前のお子さんと保護者が一緒に遊べる、親子の交
流や育児の情報交換の場です。毎月楽しい行事などを行っております。お気軽にお越しください。

■開設日時　毎週月～金曜日　午前10時～午後3時
■場　　所　長陽保健センター
　　　　　　（総合福祉温泉センター「ウィナス」の隣）

3日
5日
9日

12日
19日

26日

（火）
（木）
（月）
（木）
（木）

（木）

3月行事予定（午前10時30分から）

ひな祭り会（※要予約）
阿蘇たかなの漬物作り（※要予約）
大きくなあれ！（身体測定）
ハンドセラピー（※要予約）
移動図書館（えほんのくに）
2、3月生まれ誕生会
お別れ会（※要予約）
散歩に行こう！

も
よ
お
し

わらべ歌講座を
楽しむ

参加者親子！

楽しい
誕生会の
様子です。

〈問い合わせ〉谷人たちの美術館実行委員会　℡080（6409）7003

第
5
回 

あ
そ
っ
こ
　
ゆ
ず
り
っ
こ

の
会
　
開
催

　
使
わ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
服
や
保

育
園
・
小
学
校
用
品
を
譲
っ
て
い
た

だ
け
る
方
、
お
下
が
り
が
欲
し
い
方
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
３
月
28
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30
分

■
場
所
　
白
水
体
育
館

■
テ
ー
マ

　
春
夏
お
洋
服
、靴
や
小
物
、保
育
園
・

小
学
校
用
品
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
用
品
な

ど※
子
ど
も
服
の
サ
イ
ズ
は
新
生
児
〜

１
６
０
セ
ン
チ
。
男
女
別
、
サ
イ

ズ
別
に
袋
な
ど
に
分
け
て
お
持
ち

込
み
く
だ
さ
い
。

※
持
ち
込
み
た
い
物
が
あ
る
け
れ
ど

当
日
都
合
が
悪
い
方
は
ス
タ
ッ
フ

が
預
か
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
持
ち
込
み
い
た
だ
く
際
の
ご
注
意
】

•
美
品
。
毛
玉
や
シ
ミ
の
な
い
物
に

限
り
ま
す
。

•
肌
着
は
新
品
同
様
の
み
受
付
い
た

し
ま
す
。

•
基
準
と
し
て
、
お
友
だ
ち
か
ら
お

下
が
り
と
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し

い「
状
態
の
良
い
も
の
」で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※
ど
ん
ど
ん
物
が
回
転
し
ま
す
の
で
、

最
後
ま
で
美
品
あ
り
ま
す
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

あ
そ
っ
こ 

ゆ
ず
り
っ
こ
の
会（
椛
島
）

℡
0
9
0（
9
9
7
3
）0
9
2
6

詳
細
は「
あ
そ
っ
こ
ゆ
ず
り
っ
こ

の
会
」で
検
索

南
阿
蘇
村「
風
の
道
」パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
・
キ
ル
ト
展

■
日
時

　
4
月
1
日（
水
）〜
4
月
5
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
会
場

　
総
合
福
祉
温
泉
セ
ン
タ
ー

　「
ウ
ィ
ナ
ス
」

※
入
場
無
料
の
展
示
会
で
す
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

キ
ル
ト
ハ
ウ
ス「
風
の
道
」

吉
永 

道
子

℡
0
9
6
7（
6
7
）0
8
8
0

飼
い
犬
に
は
狂
犬
病
予
防
注
射
を
！

　
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
飼
い
犬

を
お
住
ま
い
の
市
町
村
へ
登
録
し
、

毎
年
1
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
で
毎

年
4
〜
6
月
に
狂
犬
病
予
防
集
合
注

射
が
行
わ
れ
ま
す
。
広
報
紙
な
ど
で

日
時
や
会
場
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

予
防
注
射
は
動
物
病
院
で
も
接
種
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
飼
い
犬
の
死
亡
や
飼
い
主

変
更
の
際
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村

に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

阿
蘇
保
健
所

℡（
２
４
）９
０
３
５

令和2年4月1日から
熊本地方気象台の電話窓口が変わります
■平日（日中）
　℡096（35）20345　午前8時30分～午後5時15分
■夜間・休日
　℡096（356）8080　自動音声による気象情報　　終日利用可
自動音声による気象情報の利用方法は、自動音声の指示に従っていただくか、
下記アドレスまたはQRコードからご覧ください。
http://www.jma-net.go.jp/kumamoto/kakusyusiryou/jidououtou.pdf

2020年度参加者募集
　村内在住の物づくりをされている作家さんやギャラリーオーナーの方、手作
りの技をお持ちの方、谷人たちの美術館に参加して村の魅力を私たちと一緒に
発信していきましょう。
　南阿蘇村の農産物、特産物を作られている村民の方、谷人たちの各参加会場
で展示販売し、村自慢、腕自慢をしてみませんか。(参加費無料)
　詳しくはお問い合わせください。
■展示期間　令和2年10月1日（木）～10月14日（水）
■参 加 費　【谷人たちの美術館】　5,000円
　　　　　　※新規入会者は別途6,000円が必要です。
　　　　　　　（入会金3,000円・ホームページ作成費3,000円）
　　　　　　【村自慢・腕自慢】　無料
■締め切り　4月21日（火）

〈問い合わせ〉阿蘇ジオパーク推進協議会 ℡0967（34）2089・政策企画課 企画係 ℡（67）2230

見て触れて学べる 岩石展示企画
　阿蘇ジオパーク推進協議会の企画として、村に関連する岩石標本が役場庁舎内
に常設展示されます。
　村の地形の成り立ちを説明した掲示物と村内に分布している岩石標本が展示さ
れており、岩石は実際に手に取って触ることも可能です。
　庁舎にお立ち寄りの際はぜひご覧ください。
■場所　南阿蘇村役場庁舎2階エレベーター横
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社
協
告
知
板

〈
敬
称
略
〉

次
の
方
か
ら
南
阿
蘇
村
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

香
典
返
し

髙
宮
　
正
敏
・
中
松
一

浅
尾
　
節
男
・
第
五
駐
在

藤
崎
　
　
磨
・
栃
木

荒
牧
　
俊
介
・
一
関
二

今
村
　
年
夫
・
第
五
駐
在

佐
藤
喜
久
雄
・
第
三
駐
在

浅
尾
　
義
男
・
第
四
駐
在

〈
亡
父・髙
宮
登
〉

〈
亡
母・浅
尾
シ
オ
〉

〈
亡
妻・藤
崎
栞
〉

〈
亡
妻・荒
牧
文
代
〉

〈
亡
父・今
村
年
昭
〉

〈
亡
母・佐
藤
テ
ミ
〉

〈
亡
母・浅
尾
ミ
ツ
子
〉

図書室だより
新刊図書紹介

南阿蘇村長陽中央公民館

＊公民館図書室は、旧長陽庁舎のとなりにあります。
　開室時間は月曜日から金曜日の午前9時から午後5時までです。
　皆さまのご利用をお待ちいたしております。

お問い合わせ：教育委員会　TEL：（67）1602

新刊たくさん
　入りました！

ストレスを操るメンタル強化術

人生、90歳からおもしろい！

犯罪

ブラック・マリア

【著】
【出版】

メンタリストDaiGo
KADOKAWA

【著】
【出版】

やなせ たかし
フレーベル館

【著】
【出版】

吉田 修一
文藝春秋

探し物はすぐそこに 【著】
【出版】

奥平 亜美衣
幻冬舎

【著】
【出版】

鈴川 紗以
幻冬舎

【著】
【出版】

よこみぞ ゆり
主婦と生活社

■一般

すみっコぐらし そらいろのまいにち

■児童書

利用者の読みたい本に少しでもお応えできるよう、リクエス
トや予約、県立図書館からの借用業務も行っています。

（要望にお応えできない本もありますので、ご了承ください。）

庁舎の時間外口に時
間外返却箱を設置し
ています。土日・祝
日などの返却時にご
利用ください。

皆さんのご利用お待ちしております。

推薦図書紹介

　赤ちゃんが大好きな、「しましま」と「ぐるぐる」がいっぱい! 
　カラフルできれいな黒白絵本。

柏原 晃夫【著者】

しましまぐるぐる

学研マーケティング【出版】

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〈
敬
称
略
〉

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

〈
敬
称
略
〉

お
く
や
み

〈
敬
称
略
〉

月
尾
　
瑞
希

渡
邉
　
里
奈
〈
喜
多
〉

〈
長
野
〉

楠
瀬
　
尚
幸
く
ん

〈
　
〉内
は
保
護
者
・
行
政
区

ゆ
き

な
お

夫妻

〈
幸
雄・紫
乃・第
五
駐
在
〉

〈
　
〉内
は
世
帯
主
・
行
政
区

63
歳

82
歳

92
歳

84
歳

73
歳

87
歳

99
歳

83
歳

90
歳

77
歳

105
歳

〈
本
人・吉
田
一
〉

〈
本
人・吉
田
二
〉

〈
本
人・吉
田
三
〉

〈
俊
介・一
関
一
〉

〈
克
也・一
関
二
〉

〈
本
人・第
一
駐
在
〉

〈
本
人・第
三
駐
在
〉

〈
本
人・第
四
駐
在
〉

〈
年
夫・第
五
駐
在
〉

〈
伊
彥・下
野
〉

〈
本
人・新
所
〉

※

戸
籍
届
出
時
の
住
民
登
録
に
基
づ
き

記
載
し
て
お
り
ま
す
。（
同
日
転
入
の

場
合
は
除
く
）

阿蘇立野病院
南阿蘇村立野
0967（68）0111

月日 火 水 木 金 土

5

12

19

26

4/2

4

11

18

25

4/1

3

10

17

24

31

6

13

20

27

4/3

7

14

21

28

4/4

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

廃食油回収日

新聞・雑誌・ダンボール
・白水 長陽

可燃ごみ 長陽

可燃ごみ 長陽

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ ・白水 久木野
白水
久木野

可燃ごみ
不燃ごみ
ペットボトル

長陽
・白水 長陽ペットボトル　　　

不燃ごみ 久木野

可燃ごみ
新聞・雑誌・ダンボール

長陽
久木野

可燃ごみ
ビン・缶類

長陽
久木野

ビン・缶類 ・白水 長陽

可燃ごみ
ビン・缶類

長陽
久木野

ビン・缶類 ・白水 長陽

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ 長陽

可燃ごみ 長陽
・白水 久木野可燃ごみ　　　

不燃ごみ 長陽

渡邉内科
南阿蘇村河陰
0967（67）1777

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ 長陽 可燃ごみ ・白水 久木野

2020 南阿蘇カレンダー3

寺﨑内科胃腸科クリニック
南阿蘇村白川
0967（62）0378

MARCH

　
広
報
2
月
号
8
ペ
ー
ジ「
ホ
ッ
ト

ニ
ュ
ー
ス
」の「
国
土
交
通
省
工
事
現

場
視
察
」上
段
10
行
目
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

（
誤
）

　
染
谷
建
設
監
察
官

（
正
）

　
染
矢
建
設
監
督
官

訂
正
と
お
詫
び

確定申告
（立野・立野駅）

  税理士無料相談日（～6日）

4カ月児健診
（白水保健センター）

ひな祭り会（※要予約）
（わくわくひろば）

確定申告
（長野・川後田）

阿蘇たかなの
漬物作り
（※要予約）
（わくわくひろば）

確定申告
（下野・沢津野）

確定申告
（黒川・新所・加勢）

確定申告
（中松三）

えほんのくに
移動図書館
16：30～17：30
（長陽運動公園仮設）

確定申告
（両併二・一関一）

育児相談
（南阿蘇村役場
健康推進課）

えほんのくに
移動図書館
15：30～16：30
（陽ノ丘仮設）

確定申告
（両併一・白川東）

7カ月児健診
（白水保健センター）

ハンドセラピー
（※要予約）
（わくわくひろば）

歯っぴい健診
（白水保健センター）

えほんのくに
移動図書館
13：30～14：30
（わくわくひろば）

2、3月生まれ誕生会・
お別れ会（※要予約）
（わくわくひろば）

3歳児健診
（白水保健センター）

散歩に行こう！
（わくわくひろば）

確定申告
（白川西・吉田一）

大きくなあれ！
（身体測定）
（わくわくひろば）

確定申告
（中松二・両併三）

確定申告
（一関二・吉田三）

確定申告
（中松一・吉田二）

平田医院
高森町高森
0967（62）0216

のむら内科クリニック
西原村小森
096（292）2250

馬原内科医院
高森町高森
0967（62）0646

竹
原
　
博　

積
　
　
三
學

藤
本
　
　
泉

宮
田
サ
エ
子

荒
牧
　
文
代

河
内
代
江
子

佐
藤
　
テ
ミ

浅
尾
ミ
ツ
子

今
村
　
年
昭

橋
爪
　
末
子

中
村
　
　
生
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Vol.180

80
　
キ
ル
ト
作
家
と
し
て
活
動
す
る
吉
永
道
子
さ
ん（
加

勢
）。
熊
本
市
内
か
ら
村
に
移
住
し
て
13
年
に
な
ら
れ

ま
す
。

　
吉
永
さ
ん
が
キ
ル
ト
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
1
冊
の

本
。「
こ
ん
な
作
品
が
作
れ
た
ら
い
い
な
」と
い
う
気
持

ち
か
ら
40
年
以
上
キ
ル
ト
と
向
き
合
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　
作
品
作
り
で
は
小
さ
い
物
で
も
何
日
も
か
け
て
色
や

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
、
大
き
な
作
品
に
な
る
と
完
成
ま
で

に
1
、
2
年
か
か
る
こ
と
も
。
作
品
に
は
日
ご
ろ
自
分

が
感
じ
る
も
の
が
反
映
さ
れ
、
白
川
水
源
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
作
品
を
東
京
の
展
示
会
に
出
品
し
た
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。

　「
道
の
駅
あ
そ
望
の
郷
く
ぎ
の
」の
駐
車
場
横
に
あ
る

「
キ
ル
ト
ハ
ウ
ス
風
の
道
」で
キ
ル
ト
教
室
も
開
い
て
い

る
吉
永
さ
ん
。
生
徒
は
10
人
程
で
、「
楽
し
く
や
る
」を

モ
ッ
ト
ー
に
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
指
導
を
一
対
一

で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ご
自
分
の
作
品
と
生

徒
さ
ん
の
作
品
を
披
露
す
る
展
示
会
も
計
画
さ
れ
て
お

り
、
総
合
福
祉
温
泉
セ
ン
タ
ー「
ウ
ィ
ナ
ス
」で
4
月
1

日
か
ら
5
日
間
の
開
催
予
定
。「
村
の
人
た
ち
に
、
作
品

を
見
て
何
か
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
」と
話
さ
れ
ま
す
。

　「『
一
生
に
一
枚
は
こ
れ
だ
と
い
う
も
の
を
』と
い
う

気
持
ち
は
あ
る
け
れ
ど
、『
こ
れ
で
よ
し
』と
思
え
た
こ

と
は
ま
だ
一
度
も
な
い
ん
で
す
。
作
品
づ
く
り
は
永
遠
。

目
が
見
え
る
う
ち
、
手
が
動
く
う
ち
は
や
っ
て
い
き
た

い
で
す
」と
、
大
好
き
な
キ
ル
ト
へ
の
思
い
を
語
っ
て

く
だ
さ
っ
た
吉
永
さ
ん
で
す
。

白川水源を
イメージした作品

キ
ル
ト
と
向
き
合
い
歩
む
人
生

み
な
み
あ
そ

広
報

みなみあそ広
報 2020

Vol.180

3
水 南阿蘇村の生まれる郷
南阿蘇村きらめくプロジェクト テーマ

人口

男

女

計

世帯数

南
阿
蘇
村

5,037
5,382
10,419
4,533

（－6）

（－16）

（－22）

（－7）
令和2年1月31日現在

（前月比）

新型コロナウイルス感染症について ❷
軽自動車税についてのお知らせ ❹
3月22日（日）は県知事選挙の投票日です ❾

～トピックス～～トピックス～

南阿蘇村民憲章
私たちは、多様性を認め合いみんなが誇れる南阿蘇村をつくるため、
この憲章を定めます。

みずと緑あふれる美しい自然を愛し、守ります
ながい歴史により育まれた伝統や知恵を受け継ぎ、伝えます
みんなで描く豊かな未来、やさしさにあふれた村を創ります
あその自然と共に営む暮らしを大切にし、活力ある村を築きます
そして、いつも心に蘇る、私たちのふるさと南阿蘇

▲

短い2月は過ぎて気が付けばもう3月。春が来るのはうれしいものの、つ
いこのあいだ新年を迎えたような気持ちでいたのでカレンダーを見ては
ちょっとびっくりしてしまいます。

▲

連日ニュースでは新型コロナウイルスの
話題が取り上げられていますが、遅れてやってきたインフルエンザにかかる

人も出ているようです。こまめに念入りな手洗いうがいを心がけ、体調管理にお気をつけください。
実

編集
後記

３歳の誕生日を迎えるお子さんを募集します
■応募方法

【お問い合わせ】

誕生月の前月５日（５日が休日の場合は５日以降直近の平日）までに、写真・
一言コメント・お子さんの氏名と生年月日・保護者の氏名・連絡先を添えて
役場政策企画課企画係までお申し込みください。

政策企画課企画係　℡（67）2230

青々と大きく育った高菜の葉。
下田区で収穫体験が行われ、参
加者は自分で摘んだ高菜を新漬
けにして持ち帰りました。

今月の一枚
阿蘇高菜の新漬け

吉
永 
道
子
さ
ん（
加
勢
）

よ
し
な
が

み
ち

こ

村の子育て支援センター「わくわくひろば」に、ひな人形が飾られています。スタッフや保護者の皆さんがひな
壇に人形や道具を飾り、お子さんたちと一緒に記念撮影をしました。

健やかな成長と幸せを願って

Happy Birthday
３さいお誕生日おめでとうお誕生日おめでとう

じいじ ばあば
いつもありがとう

保護者／将太さん・祐子さん

H29年

生まれ
3月28日

かわ さき

川﨑 想介くん（男）
川後田

そう すけ


